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南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

ぶどうのゼリー
●材料（2人分）
　ぶどうジャム… 150g
　粉ゼラチン…… 5g
　水………… 200cc

●作り方
　①ゼラチンは大さじ３の水でふやかしておく。
　②ジャムと水を鍋で煮立たせて、火を止めて①のゼラチンを加えて溶かす。
　③粗熱を取って冷やす。

地元産の素材を使ったジャムや味噌などの加工品、生産者
が直接持ち込む新鮮な野菜や果物などが販売されていま
す。月に１回フリマもやってるよ！

南アルプス市小笠原 1284-4 ／ TEL055-283-7766 ／
9：30～16：30 ／月曜定休

　埼玉から７年前に山梨へ来まし
た。南アルプス市は今年で５年目で
す。現在は白根地区の畑でブドウを
栽培しています。
　故郷は埼玉・熊谷近く。暑いとこ
ろも、山が見えるところも似ている
地域ということもあって、山梨はと
ても住みやすいです。移住で課題に
なりがちな人付き合いの面も、僕た
ちはとても恵まれています。埼玉と
比べると地域の行事が少し多くは
ありますが、昔ながらの風習が残っ
ているんだなと思いながら参加し
ています。引っ越してきて２年目
で、組長もしましたよ（笑）

地域の未来を担う覚悟で。
　もともと製造業に勤めていたの
で、移住先でも「ものづくり」がした
いという気持ちがありました。それ
なら、耕作放棄地や後継者不足が悩
ましい農業の分野で、力になれれば
　

と思いました。食べるものを作る仕
事なら、なおさら人の役に立てます
しね。ブドウの栽培は、剪定から始
まり、摘果や形を整える作業など、
一房に何度も向き合います。その工
程が楽しくて、数ある作物のなかで
もブドウに携わっています。
　これからも農業に関する課題は
増えていくでしょうし、反対に、農
業をしたいと都会から移住する人
も増えるでしょう。これから来る人
たちの新しい生活をサポートする
ことも、僕たちの、先輩としての役
目かなとも思っています。そして耕
作放棄地が少しでも減らすことが
できればいいですね。

長峰功昌さん ご夫妻移住者
interview

まちの駅くしがた

◆居住履歴
埼玉  → 笛吹市  →  ＼南アルプス市／ 
農業支援が充実しているため山梨へ。新
しい品種の開発を夢見て、日々お仕事と
品種改良に熱中！

料理監修 : Chizuru Aoki

はっぴぃ
倶楽部

人のために、人の中で暮らす

古くから人と
育ってきたことも
ブドウの魅力です

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！
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平成31年３月の完成をめざして

庁舎整備事業が始まります
　庁舎整備事業につきましては、平成29年６月議会において「西別館改修工事」
の補正予算が、また同年９月議会において「耐震棟建設・本庁舎耐震改修工事」
の補正予算が可決されました。
　平成30年1月からは工事が始まりますので、これまでを振り返り、これから
の予定をお知らせします。

　今回の整備では、地震などの災害が発生した場合であっても、市役所の
業務が継続できるよう、主に防災面での機能強化を図ります。
　また、来庁されるどなたにも利用しやすいよう、バリアフリーにも配慮
した庁舎となります。
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歳 入
325億4,293万円

歳 出
311億8,580万円

市税
85億7,635万円
26.35%民生費

97億9,912万円
31.42%

総務費
29億6,571万円
9.51%

公債費
38億57万円
12.19％

教育費
69億857万円
22.15%

市債
54億4,531万円
16.73%

地方譲与税等
16億5,423万円
5.08%

地方交付税
83億2,950万円
25.60%

分担金
及び負担金
7億6,057万円
2.34%

使用料・手数料
1億4,948万円
0.46%

県支出金
16億6,317万円
5.11%

財産収入
1億5,164万円
0.47%

寄附金
2億5,643万円
0.79%

繰入金
1億4,805万円
0.45% 繰越金

18億4,724万円
5.68%

諸収入
2億2,727万円
0.70%

諸支出金
11億6,498万円
3.73%

災害復旧費
1,220万円
0.04%

議会費
2億1,179万円
0.68%

衛生費
18億8,361万円
6.04%

農林水産業費
8億6,248万円
2.77%

労働費
1,487万円
0.05%

商工費
3億6,321万円
1.16%

土木費
21億4,124万円
6.87%

消防費
10億5,745万円
3.39%

国庫支出金
33億3,369万円
10.24%

決算の概要をお知らせします決算の概要をお知らせします平成28年度平成28年度
平成28年度の一般会計と、15の特別会計および2つの企業会計の決算が、9月定例市議会において認定されました。

※数値は、集計の都合上、
　端数処理して表記しています。

歳  入歳  入

歳  出歳  出

地方譲与税 2億5,761万円
利子割交付金 1,457万円
配当割交付金 2,654万円
株式等譲渡所得割交付金 1,550万円
地方消費税交付金 12億1,959万円
自動車取得税交付金 6,513万円
地方特例交付金 4,663万円
交通安全対策特別交付金 866万円

合　計 16億5,423万円

地方譲与税 2億5,761万円
利子割交付金 1,457万円
配当割交付金 2,654万円
株式等譲渡所得割交付金 1,550万円
地方消費税交付金 12億1,959万円
自動車取得税交付金 6,513万円
地方特例交付金 4,663万円
交通安全対策特別交付金 866万円

合　計 16億5,423万円

地方譲与税等地方譲与税等地方譲与税等地方譲与税等

歳入総額は、325億4,293万円となり、平成27年度決算と比較し、16億3,178万円の増となりました。
地方交付税や県支出金などが減少したものの、寄附金や市債などが増加したことが主な要因です。

歳出総額は、311億8,580万円となり、
平成27年度決算と比較し、
21億2,189万円の増となりました。
教育費における施設の老朽化等に伴う
建設事業費の増加が主な要因です。

※数値は、集計の都合上、
　端数処理して表記しています。

280億

300億

320億

260億

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

299億
9,017万円

309億
3,817万円

270億
8,394万円

274億
5,347万円

291億
4,158万円 278億

7,188万円

290億
6,391万円

311億
8,580万円

年度別歳出額の推移年度別歳出額の推移

第２次総合計画基本政策別の主な歳出第２次総合計画基本政策別の主な歳出
主な歳入の年度別推移主な歳入の年度別推移

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

81億
6,161万円

85億
9,411万円

45億
1,641万円

38億
7,450万円

39億
9,514万円

17億
4,970万円

25億
9,180万円

29億
6,290万円 23億

4,210万円

32億
1,751万円

33億
3,369万円

41億
3,380万円

29億
5,362万円 27億

7,509万円

32億
3,790万円

33億
1,304万円

33億
5,278万円

54億
4,531万円

90億
51万円

96億
4,725万円

98億
2,415万円

96億
9,580万円 91億

1,938万円 87億
7,481万円 85億

7,635万円

83億
8,849万円

85億
5,567万円

84億
7,869万円

85億
1,007万円

84億
1,911万円

84億
6,913万円 83億

2,950万円

市税・地方交付税・国庫支出金・市債は、 南アルプス市の歳入総額の約8割を占める貴重な財源です。
平成27年度と比較すると…

固定資産税や軽自動車税が増加したことに
より、約1億1千万円の増となっています。
合併特例債の借入額の増加により、約22億
3千万円の増となっています。

普通交付税の合併算定替えの特例期間終了に伴う段階的な
縮減の影響などにより、約4億5千万円の減となっています。
臨時福祉給付金給付事業費補助金や社会資本整備総合交付
金が減少したことにより、約2千万円の減となっています。

市　税

市　債

地方交付税

国庫支出金

 ●安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成
 ・交通政策推進事業及び新公共交通推進事業 コミュニティバス運行、櫛形西地区コミュニティタクシーへの補助、リニア中央新幹線対策 6,170万円
 ・リサイクル推進事業 各地区への資源再利用運動等報奨金の交付、資源ごみ収集運搬委託 5,988万円
 ・データ放送整備事業 市内CATVの放送やスマートフォンを活用した災害情報等の配信 2,775万円

 ●ともに生き支えあうまちの形成
 ・子ども医療費助成事業 中学校3年生以下の児童に係る医療費（保険適用分）の一部を助成 3億1,278万円   
 ・各種がん検診事業 がんの予防及び早期発見を目的に各種がん検診を実施 1億1,902万円   
 ・放課後児童クラブ運営事業 市内18箇所の放課後児童クラブの運営 6,387万円   

 ●うるおいと活力のある快適なまちの形成
 ・橋梁長寿命化修繕計画事業 橋梁の長寿命化を図るため、耐震補強工事等を実施 7,240万円         
 ・南アルプスブランド戦略事業 特色ある強い産地づくりによる生産振興及び販路拡大等を推進する事業への補助 4,877万円   
 ・若者世帯定住支援奨励金事業 若者の市内定住を図るため、土地・建物を新築・購入する費用の一部を助成 1,180万円   

 ●心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成
 ・新学校給食センター建設事業 櫛形、若草、甲西地区の12校が利用している調理場を統合した給食センターを建設 13億9,324万円   
 ・白根御勅使中学校改築事業 教育環境の改善のため、校舎を改築 8億2,945万円   
 ・櫛形図書館リニューアル事業 櫛形図書館を改修し、利用しやすい環境を整備 9,354万円   

 ●未来をひらく経営型行政運営の形成
 ・業務系システム改修事業（マイナンバー制度対応） 社会保障・税番号制度に対応するためのシステム改修及び中間サーバ利用経費 1,390万円   
 ・公共施設再配置推進事業 公共施設の更新・統廃合等を計画的に行なうため、「公共施設等総合管理計画」を策定 782万円   
 ・電子申請受付共同事業参画事業 行政手続きの電子化の共同処理（電子申請）に山梨県及び県内自治体と合同で参加 315万円   
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歳 入
325億4,293万円

歳 出
311億8,580万円

市税
85億7,635万円
26.35%民生費

97億9,912万円
31.42%

総務費
29億6,571万円
9.51%

公債費
38億57万円
12.19％

教育費
69億857万円
22.15%

市債
54億4,531万円
16.73%

地方譲与税等
16億5,423万円
5.08%

地方交付税
83億2,950万円
25.60%

分担金
及び負担金
7億6,057万円
2.34%

使用料・手数料
1億4,948万円
0.46%

県支出金
16億6,317万円
5.11%

財産収入
1億5,164万円
0.47%

寄附金
2億5,643万円
0.79%

繰入金
1億4,805万円
0.45% 繰越金

18億4,724万円
5.68%

諸収入
2億2,727万円
0.70%

諸支出金
11億6,498万円
3.73%

災害復旧費
1,220万円
0.04%

議会費
2億1,179万円
0.68%

衛生費
18億8,361万円
6.04%

農林水産業費
8億6,248万円
2.77%

労働費
1,487万円
0.05%

商工費
3億6,321万円
1.16%

土木費
21億4,124万円
6.87%

消防費
10億5,745万円
3.39%

国庫支出金
33億3,369万円
10.24%

決算の概要をお知らせします決算の概要をお知らせします平成28年度平成28年度
平成28年度の一般会計と、15の特別会計および2つの企業会計の決算が、9月定例市議会において認定されました。

※数値は、集計の都合上、
　端数処理して表記しています。

歳  入歳  入

歳  出歳  出

地方譲与税 2億5,761万円
利子割交付金 1,457万円
配当割交付金 2,654万円
株式等譲渡所得割交付金 1,550万円
地方消費税交付金 12億1,959万円
自動車取得税交付金 6,513万円
地方特例交付金 4,663万円
交通安全対策特別交付金 866万円

合　計 16億5,423万円

地方譲与税 2億5,761万円
利子割交付金 1,457万円
配当割交付金 2,654万円
株式等譲渡所得割交付金 1,550万円
地方消費税交付金 12億1,959万円
自動車取得税交付金 6,513万円
地方特例交付金 4,663万円
交通安全対策特別交付金 866万円

合　計 16億5,423万円

地方譲与税等地方譲与税等地方譲与税等地方譲与税等

歳入総額は、325億4,293万円となり、平成27年度決算と比較し、16億3,178万円の増となりました。
地方交付税や県支出金などが減少したものの、寄附金や市債などが増加したことが主な要因です。

歳出総額は、311億8,580万円となり、
平成27年度決算と比較し、
21億2,189万円の増となりました。
教育費における施設の老朽化等に伴う
建設事業費の増加が主な要因です。

※数値は、集計の都合上、
　端数処理して表記しています。

280億

300億

320億

260億

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

299億
9,017万円

309億
3,817万円

270億
8,394万円

274億
5,347万円

291億
4,158万円 278億

7,188万円

290億
6,391万円

311億
8,580万円

年度別歳出額の推移年度別歳出額の推移

第２次総合計画基本政策別の主な歳出第２次総合計画基本政策別の主な歳出
主な歳入の年度別推移主な歳入の年度別推移

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

81億
6,161万円

85億
9,411万円

45億
1,641万円

38億
7,450万円

39億
9,514万円

17億
4,970万円

25億
9,180万円

29億
6,290万円 23億

4,210万円

32億
1,751万円

33億
3,369万円

41億
3,380万円

29億
5,362万円 27億

7,509万円

32億
3,790万円

33億
1,304万円

33億
5,278万円

54億
4,531万円

90億
51万円

96億
4,725万円

98億
2,415万円

96億
9,580万円 91億

1,938万円 87億
7,481万円 85億

7,635万円

83億
8,849万円

85億
5,567万円

84億
7,869万円

85億
1,007万円

84億
1,911万円

84億
6,913万円 83億

2,950万円

市税・地方交付税・国庫支出金・市債は、 南アルプス市の歳入総額の約8割を占める貴重な財源です。
平成27年度と比較すると…

固定資産税や軽自動車税が増加したことに
より、約1億1千万円の増となっています。
合併特例債の借入額の増加により、約22億
3千万円の増となっています。

普通交付税の合併算定替えの特例期間終了に伴う段階的な
縮減の影響などにより、約4億5千万円の減となっています。
臨時福祉給付金給付事業費補助金や社会資本整備総合交付
金が減少したことにより、約2千万円の減となっています。

市　税

市　債

地方交付税

国庫支出金

 ●安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成
 ・交通政策推進事業及び新公共交通推進事業 コミュニティバス運行、櫛形西地区コミュニティタクシーへの補助、リニア中央新幹線対策 6,170万円
 ・リサイクル推進事業 各地区への資源再利用運動等報奨金の交付、資源ごみ収集運搬委託 5,988万円
 ・データ放送整備事業 市内CATVの放送やスマートフォンを活用した災害情報等の配信 2,775万円

 ●ともに生き支えあうまちの形成
 ・子ども医療費助成事業 中学校3年生以下の児童に係る医療費（保険適用分）の一部を助成 3億1,278万円   
 ・各種がん検診事業 がんの予防及び早期発見を目的に各種がん検診を実施 1億1,902万円   
 ・放課後児童クラブ運営事業 市内18箇所の放課後児童クラブの運営 6,387万円   

 ●うるおいと活力のある快適なまちの形成
 ・橋梁長寿命化修繕計画事業 橋梁の長寿命化を図るため、耐震補強工事等を実施 7,240万円         
 ・南アルプスブランド戦略事業 特色ある強い産地づくりによる生産振興及び販路拡大等を推進する事業への補助 4,877万円   
 ・若者世帯定住支援奨励金事業 若者の市内定住を図るため、土地・建物を新築・購入する費用の一部を助成 1,180万円   

 ●心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成
 ・新学校給食センター建設事業 櫛形、若草、甲西地区の12校が利用している調理場を統合した給食センターを建設 13億9,324万円   
 ・白根御勅使中学校改築事業 教育環境の改善のため、校舎を改築 8億2,945万円   
 ・櫛形図書館リニューアル事業 櫛形図書館を改修し、利用しやすい環境を整備 9,354万円   

 ●未来をひらく経営型行政運営の形成
 ・業務系システム改修事業（マイナンバー制度対応） 社会保障・税番号制度に対応するためのシステム改修及び中間サーバ利用経費 1,390万円   
 ・公共施設再配置推進事業 公共施設の更新・統廃合等を計画的に行なうため、「公共施設等総合管理計画」を策定 782万円   
 ・電子申請受付共同事業参画事業 行政手続きの電子化の共同処理（電子申請）に山梨県及び県内自治体と合同で参加 315万円   
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　市では市民の生活に必要な公共交通の確保を目的に、コミュニティバスの運行を行なっています。
　今回期間を限定し、グループで気軽に利用していただくことを目的に、コミュニティバスの体験乗車を
次のとおり募集します。 この機会にぜひご利用ください。

　また、市では地域の会合等で、コミュニティバスの乗り方
の説明や、地域にあった利用方法の提案をしています。 
説明を希望される地域・団体は交通政策室へご連絡ください。

コミュニティバスの

対　象
市内の5人～15人程度のグループ

運　賃
体験乗車に限り無料
（1グループ2回まで）

期　間
平成29年11月1日～平成30年3月31日

市民 1人あたりに使われた経費　    43万3,028円市民 1人あたりに使われた経費　    43万3,028円

健全化判断比率および資金不足比率の公表健全化判断比率および資金不足比率の公表
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づき、平成28年度決算による健全化判断比率及び公営企業の資金
不足比率を算定しました。
市ではすべての比率について基準を下回っており、　　　　　　　　　　    にあります。引き続き良好な財政状況引き続き良好な財政状況

議会費議会費 2,941 円2,941 円 衛生費衛生費 26,155 円26,155 円 商工費商工費 5,043 円5,043 円 教育費教育費 95,928 円95,928 円

総務費総務費 41,180 円41,180 円 労働費労働費 207 円207 円 土木費土木費 29,732 円29,732 円 公債費 52,772 円52,772 円

民生費民生費 136,065 円136,065 円 農林水産業費農林水産業費 11,976 円11,976 円 消防費消防費 14,683 円14,683 円 諸支出金諸支出金 16,177 円16,177 円

災害復旧費災害復旧費 169 円169 円

市議会の運営に

子育てや福祉の
充実に

災害により被害が生じた
施設の復旧に 
 
 

消防・救急
業務に 
 

将来のための
基金の積立てに 
 

農林業の
振興に

職員の給与や
事務費に

労働者の
福祉向上に 
 

道路や
河川の整備に

保健や清掃活動に 観光や商工業の振興に
小中学校や
生涯学習の充実に

市債の返済に

市民 1人あたりの納税額　11万9,086円市民 1人あたりの納税額　11万9,086円
※各経費及び市税を、単純に人口（平成29年3月31日現在 人口72,018人・外国籍含む）で
　除して計算しています。
※市の財政を身近に感じていただくため、決算を一般家庭の家計簿に置き換えた
　「南アルプス市の家計簿」を市ホームページに掲載しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計の実質赤字が市税等の収入（標準財政規模）に占める割合により、財政運営の悪化の度合いを
示します。
国民健康保険特別会計や企業会計などの特別会計を含めた実質赤字額が標準財政規模に占める割合に
より、市全体の財政運営の悪化の度合いを示します。
借入金の返済額やこれに準じる負担額が標準財政規模を基本とした額に占める割合により、資金繰り
の悪化の度合いを示します。
市が抱えている将来支払う可能性のある負債が標準財政規模を基本とした額に占める割合により、
今後の財政運営の悪化の度合いを示します。
公営企業の資金不足が事業規模（料金収入等）に占める割合により、経営状況の悪化の度合いを示します。

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率
資金不足比率

実質赤字比率 - - - - -
- - - - -
10.2%
23.6%

8.2%
9.3%

6.7%
1.0%

25.00% 35.00%
17.56% 30.00%
12.56% 20.00%

350.0%
20.00%

5.9% 5.2%

- - - - -
- -

連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率
資金不足比率  

区　分 H24算定数値 H25算定数値 H26算定数値 H27算定数値 H28算定数値 早期健全化・
経営健全化基準 財政再生基準

※比率が算定されない（黒字である）場合、 「－」を記載しています。

申込・お問合せ／交通政策室  ☎282-6074

山梨県南アルプス市小笠原376
南アルプス市役所 市民部 環境課
南アルプス市低炭素化推進協議会事務局

TEL：055-282-6097

平成29年11月1日（水）～11月30日（木）
冬期3ヵ月（平成29年12月～平成30年2月）
前年の同期間に対し、削減したCO2 1kgにつき
1ポイン卜がつきます。

南アルプス市在住で、家庭で省エネ行動に積極的
に取り組む意欲をお持ちの方。前年冬期も同住所の方。本事業
は、東京電力のでんき家計簿を使用して電気使用量を把握する
ため、東京電力と契約している家庭に限ります。

※ポイントは景品と交換ができます。
　（ただし、ポイントの上限は、２００ポイントとします。）

※同一世帯からの参加申込は1名に限ります。
※応募多数の場合、募集期間前に募集を終了することがあります。

●インターネットの場合
http://www.evic.jp/minamialps-eco/index.jspへ
アクセスし参加申込とでんき家計簿の登録をしてください。
●郵送、持参の場合
本庁 環境課あるいは各窓口サービスセンターに備え付けの応募用紙に
必要事項をご記入の上持参・郵送してください。

参加条件

募集期間
実施期間
特　　典

募集世帯数

応募方法

お問合せ

市内120世帯 （申込み先着順）

インターネット、郵送、持参のいずれか。

QRコードからでも
ホームページへ
アクセスができます！

電力自由化後、料金プランを変更された方は、申し込み方法が異なりますので、環境課までご連絡ください。 

前年より電気代を節約することでCO2を減らす市民による環境貢献の取り組みです

南アルプスわくわくエコチャレンジ南アルプスわくわくエコチャレンジ
冬の
参加者
募集！

に時込申（。んせまりあは要必くだたいてし告報は量用使の気電りたあに加参※
電気使用量の情報開示に関する委任状等の提出が必要となります。）
※詳しくは、実施要綱をご覧ください。

OFF

第11期 南アルプス市民参加者による低炭素化推進事業

キャンペーンに参加して

温暖化防止に貢献できる！ 景品がもらえる！

電気代を節約しよう！
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　市では市民の生活に必要な公共交通の確保を目的に、コミュニティバスの運行を行なっています。
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説明を希望される地域・団体は交通政策室へご連絡ください。

コミュニティバスの

対　象
市内の5人～15人程度のグループ

運　賃
体験乗車に限り無料
（1グループ2回まで）

期　間
平成29年11月1日～平成30年3月31日

市民 1人あたりに使われた経費　    43万3,028円市民 1人あたりに使われた経費　    43万3,028円

健全化判断比率および資金不足比率の公表健全化判断比率および資金不足比率の公表
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づき、平成28年度決算による健全化判断比率及び公営企業の資金
不足比率を算定しました。
市ではすべての比率について基準を下回っており、　　　　　　　　　　    にあります。引き続き良好な財政状況引き続き良好な財政状況

議会費議会費 2,941 円2,941 円 衛生費衛生費 26,155 円26,155 円 商工費商工費 5,043 円5,043 円 教育費教育費 95,928 円95,928 円

総務費総務費 41,180 円41,180 円 労働費労働費 207 円207 円 土木費土木費 29,732 円29,732 円 公債費 52,772 円52,772 円

民生費民生費 136,065 円136,065 円 農林水産業費農林水産業費 11,976 円11,976 円 消防費消防費 14,683 円14,683 円 諸支出金諸支出金 16,177 円16,177 円

災害復旧費災害復旧費 169 円169 円

市議会の運営に

子育てや福祉の
充実に

災害により被害が生じた
施設の復旧に 
 
 

消防・救急
業務に 
 

将来のための
基金の積立てに 
 

農林業の
振興に

職員の給与や
事務費に

労働者の
福祉向上に 
 

道路や
河川の整備に

保健や清掃活動に 観光や商工業の振興に
小中学校や
生涯学習の充実に

市債の返済に

市民 1人あたりの納税額　11万9,086円市民 1人あたりの納税額　11万9,086円
※各経費及び市税を、単純に人口（平成29年3月31日現在 人口72,018人・外国籍含む）で
　除して計算しています。
※市の財政を身近に感じていただくため、決算を一般家庭の家計簿に置き換えた
　「南アルプス市の家計簿」を市ホームページに掲載しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計の実質赤字が市税等の収入（標準財政規模）に占める割合により、財政運営の悪化の度合いを
示します。
国民健康保険特別会計や企業会計などの特別会計を含めた実質赤字額が標準財政規模に占める割合に
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借入金の返済額やこれに準じる負担額が標準財政規模を基本とした額に占める割合により、資金繰り
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連結実質赤字比率
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資金不足比率

実質赤字比率 - - - - -
- - - - -
10.2%
23.6%

8.2%
9.3%

6.7%
1.0%

25.00% 35.00%
17.56% 30.00%
12.56% 20.00%

350.0%
20.00%

5.9% 5.2%

- - - - -
- -

連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率
資金不足比率  

区　分 H24算定数値 H25算定数値 H26算定数値 H27算定数値 H28算定数値 早期健全化・
経営健全化基準 財政再生基準

※比率が算定されない（黒字である）場合、 「－」を記載しています。
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アクセスができます！

電力自由化後、料金プランを変更された方は、申し込み方法が異なりますので、環境課までご連絡ください。 

前年より電気代を節約することでCO2を減らす市民による環境貢献の取り組みです

南アルプスわくわくエコチャレンジ南アルプスわくわくエコチャレンジ
冬の
参加者
募集！

に時込申（。んせまりあは要必くだたいてし告報は量用使の気電りたあに加参※
電気使用量の情報開示に関する委任状等の提出が必要となります。）
※詳しくは、実施要綱をご覧ください。

OFF

第11期 南アルプス市民参加者による低炭素化推進事業

キャンペーンに参加して

温暖化防止に貢献できる！ 景品がもらえる！

電気代を節約しよう！

    67



 

 

『終活』が狙われる! 悪徳押し買いに要注意!!

～カード番号を不正に取得する「詐欺」被害事例が、
　全国の消費生活センターに複数寄せられています～

「コンビ二等のプリペイドカードを
  購入しカードの番号を教えて」は

 典型的な詐欺の手口です

このような請求は架空請求詐欺の可能性があります
⇒身に覚えのない請求には、簡単に返信したり連絡しないようにしましょう

南アルプス市消費生活センター ☎ 282-7323へ

南アルプス市消費生活センターから消費者トラブル注意情報

プリペイドカード詐欺に注意！

不用品買い取り【押し買い】の被害が増えています！

『登録完了!!』とスマホやパソコンに突然表示される
『未納料金がある』と突然メールが届く
『不審なハガキ』が届く

貴金属を出せと言われ、承諾して

いないのに勝手に持ち去ってしまった。

「貴金属はない」と言ったら、

大声で怒鳴られ怖い思いをした。

安い価格を提示されて迷っていたら、

千円札を置いて持ち帰ってしまった。

断れずに売ってしまったが、

後悔している。

このようなケースが報告されていますこのようなケースが報告されています

最初は、こんな電話をかけてきてきます。
「いらなくなった履き物はありませんか」
「古い着物や食器など不用なものを回収します」

訪問を承諾すると
「貴金属や宝飾品を出せ」と強い口調で迫られます。

少しでもおかしいと感じたら

    8 9
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CLIP
Minamialps-City Information

 

　
11
月
18
日（
土
）・19
日（
日
）に
道
の
駅
富
士
川
を
ス
タ
ー
ト
し
、

南
ア
ル
プ
ス
市
を
は
じ
め
峡
南
地
域
・
韮
崎
市
・
北
杜
市
を
走
る

２
日
間
１
９
０
キ
ロ
の
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
地
域
を
走
行
し
ま
す
。 

沿
道
で

の
暖
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、当
日
の
道
路
規
制
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、一
般
道
が
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

各
地
域
の
通
過
時
間
は
次
の
と
お

り
で
す（
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
コ
ー
ス
は
18
日（
土
）の
み
で
す
）。

●
11
月
18
日（
土
）白
州・韮
崎
ス
テ
ー
ジ

　（
80
キ
ロ
コ
ー
ス
） 

高
校
生
以
上

　
９
時
　
道
の
駅
富
士
川
か
ら
ス
タ
ー
ト
　

　
９
時
10
分
頃
　
落
合
小
学
校
東
側
の
信
号
を
北
進（
落
合

　
　
中
央
線
）

　
９
時
20
分
頃
　
山
際
団
地
の
通
り
を
北
進
し
ジ
ッ
ト
ス
タ

　
　
ジ
ア
ム（
野
球
場
）手
前
を
左
折
、櫛
形
北
小
学
校
を
通
過

　
９
時
30
分
頃
　
飯
野
新
田
地
区
か
ら
新
町
信
号
を
北
進
、

　
　（
株
）富
士
種
菌
前
を
通
過
し
白
根
源
小
学
校
方
面
へ

　
13
時
00
分
頃
　
県
立
北
病
院
前
を
通
過
し
芦
安
入
口
ロ
ー

　
　
ソ
ン
を
芦
安
方
面
へ
、塩
沢
入
口
信
号
を
左
折

　
13
時
20
分
頃
　
ル
ー
プ
橋
か
ら
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
ン
を
南
進

　
　
し
ほ
た
る
み
館
で
小
休
止
の
後
、道
の
駅
富
士
川
へ（
ゴ
ー
ル
）

●
11
月
18
日（
土
）プ
チ
南
ア
ル
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

　（
35
キ
ロ
コ
ー
ス
） 

小
学
校
４
年
生
以
上

　
９
時
30
分
　
道
の
駅
富
士
川
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
９
時
40
分
頃
　
落
合
小
学
校
東
側
の
信
号
を
北
進（
落
合

　
　
中
央
線
）

　
10
時
頃
　
山
際
団
地
の
通
り
を
北
進
し
ジ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

南
ア
ル
プ
ス
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

２
０
１
７
開
催

松田 　重さん
（徳永） 

米山 みよのさん
（築山） 

100歳祝

お

めでとう!

実
施
日
　
11
月
14
日（
火
）

時
　
間
　
11
時
頃

　
地
震・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト※

）を
用
い
、
国
か
ら
の
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
の
自
動
放
送
に
よ
り
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

　
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お

　
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
室
　
電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
本
庁
舎
増
築
工
事
に
伴
い
、
環
境
課
が
東
別
館
１
階
に
移

転
し
ま
す
。

　
移
転
に
併
せ
て
、
毎
週
水
曜
日

に
回
収
し
て
い
る
、
古
着
や
蛍
光

灯
等
の
回
収
場
所
も
移
転
し
ま
す

の
で
、
持
ち
込
む
際
に
は
、
環
境

課
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

業
務
開
始
日
　

　
平
成
29
年
11
月
６
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
環
境
課

　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

環
境
課
が
移
転
し
ま
す

　
い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
　
つ
な
ぐ
声

　
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き

や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通
告・連
絡
先

○
中
央
児
童
相
談
所
　

　
電
話（
２
５
４
）８
６
１
７

○
福
祉
総
合
相
談
課（
家
庭
児
童
相
談
室
）

　
電
話（
２
８
２
）６
０
４
９

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
電
話 

１
８
９
番（
24
時
間
）

※

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電

　
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
４
９

11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す

　
11
月
30
日
現
在
、
20
歳
以
上
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳

も
し
く
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
国
民
年
金

法
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
あ
る
方
に
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

　
昨
年
度
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方
と
今
年
度
既
に
申
請
さ

れ
た
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
に
つ
い
て

 

　
　（
野
球
場
）手
前
を
左
折
、櫛
形
北
小
学
校
手
前
を
右
折

　
　
し
桃
園
神
社
を
通
過
し
清
月
で
小
休
止

　
10
時
50
分
頃
　
巨
摩
共
立
病
院
西
側
の
信
号
を
北
進
し

　
　
ハッ
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
シ
ョッ
プ
が
あ
る
信
号
を
左
折
、曲
輪

　
　
田
新
田
信
号
通
過

　
11
時
頃
　
飯
野
新
田
地
区
か
ら
新
町
信
号
を
北
進
、（
株
）富

　
　
士
種
菌
前
を
左
折
し
芦
安
方
面
へ

　
11
時
30
分
頃
　
ル
ー
プ
橋
か
ら
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
ン
を
南
進

　
　
し
ほ
た
る
み
館
で
小
休
止
の
後
、道
の
駅
富
士
川
へ（
ゴ
ー
ル
）

※

複
数
の
小
集
団
ご
と
に
走
行
し
ま
す
。時
間
は
先
頭
到
着
予

　
測
時
間
で
す
。こ
の
後
、90
分
程
度
、小
集
団
が
通
過
し
ま
す
。

　
詳
細
、コ
ー
ス
等
は
、大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
通
過
時
間
を
掲
載
し
ま
す
）

http://yam
anashi-cycle.org/m

al

●
お
問
合
せ
／

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
し
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
電
話
０
５
５
６（
４
８
）８
２
３
９

　
山
梨
県
宅
建
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と「
空
家
等
の
適
正
な
管

理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
空
家
の
管
理
の
適
正
化
を
進
め
、良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
内
容
】　
協
定
を
締
結
し
た
山
梨
県
宅
建
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
宅
建
協
力
事
業
者
が
空
家
の
管
理
を
有
償
で
行
な
い
ま
す
。

空
家
の
管
理
に
お
困
り
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
７

　
　
　
　
　
　
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

空
家
等
の
適
正
な
管
理
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　
11
月
12
日（
日
）、
日
世 
南
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム（
櫛
形

総
合
公
園
陸
上
競
技
場
）を
メ
イ
ン
会
場
に
、
第
15
回
南

ア
ル
プ
ス
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
距
離
22
．６

㎞
、
７
区
間
を
お
よ
そ
50
チ
ー
ム
が
競
い
ま
す
。

　
一
般
道
も
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
図
は
、
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会
　
電
話（
２
３
６
）８
５
５
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.m
inam

i-alps-sports.or.jp/

第
15
回
南
ア
ル
プ
ス
市 

駅
伝
大
会

申
請
場
所
　

　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

・
振
込
先
口
座
の
通
帳
（
本
人
名
義
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
ま
た
は
障
害
年
金

　
証
書
１
・
２
級
お
よ
び
直
近
の
振
込
が
確
認
で
き
る
通

　
知
ま
た
は
通
帳

支
給
予
定
日
　
12
月
22
日（
金
）

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

南アルプス
市役所 移転後

市役所
東別館

高原会
小笠原総合
福祉プラザ

移転前

村田屋
中央工場

サンシャインビル

林屋
新聞店

魚覚

福保

たっちゃんうどん

富
士
川
街
道

フォースクウェア
福音協会

　
市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
事
業
用
地
の
利
活
用
を
担

う
民
間
企
業
の
募
集
・
誘
致
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
事
業
用
地
の
一
元
管
理
方
法
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
今
後
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  

　優
良
企
業
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
事
業
者
確
定
を
条
件
に
、
ま
ず
は
市
が
土
地
を

賃
借（
一
元
管
理
）し
、
基
盤
整
備
し
た
う
え
で
、
事
業
者

に
賃
貸
し
ま
す
。
そ
の
後
、
将
来
的
に
は
土
地
を
取
得
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　
こ
の
方
針
は
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
等
を
踏
ま
え
、

重
要
な
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
、
今
後
の
土
地
利
用
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
、
地

権
者
お
よ
び
市
議
会
への
説
明
会
等
に
よ
り
、
関
係
者
の
ご
理

解
と
ご
了
承
を
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
６
次
化
拠
点
整
備
室

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
４
０
６

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
用
地

の
一
元
管
理
方
法
に
つ
い
て

今
後
の
方
針

    1011



CLIP
Minamialps-City Information

 

　
11
月
18
日（
土
）・19
日（
日
）に
道
の
駅
富
士
川
を
ス
タ
ー
ト
し
、

南
ア
ル
プ
ス
市
を
は
じ
め
峡
南
地
域
・
韮
崎
市
・
北
杜
市
を
走
る

２
日
間
１
９
０
キ
ロ
の
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
地
域
を
走
行
し
ま
す
。 

沿
道
で

の
暖
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、当
日
の
道
路
規
制
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、一
般
道
が
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

各
地
域
の
通
過
時
間
は
次
の
と
お

り
で
す（
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
コ
ー
ス
は
18
日（
土
）の
み
で
す
）。

●
11
月
18
日（
土
）白
州・韮
崎
ス
テ
ー
ジ

　（
80
キ
ロ
コ
ー
ス
） 

高
校
生
以
上

　
９
時
　
道
の
駅
富
士
川
か
ら
ス
タ
ー
ト
　

　
９
時
10
分
頃
　
落
合
小
学
校
東
側
の
信
号
を
北
進（
落
合

　
　
中
央
線
）

　
９
時
20
分
頃
　
山
際
団
地
の
通
り
を
北
進
し
ジ
ッ
ト
ス
タ

　
　
ジ
ア
ム（
野
球
場
）手
前
を
左
折
、櫛
形
北
小
学
校
を
通
過

　
９
時
30
分
頃
　
飯
野
新
田
地
区
か
ら
新
町
信
号
を
北
進
、

　
　（
株
）富
士
種
菌
前
を
通
過
し
白
根
源
小
学
校
方
面
へ

　
13
時
00
分
頃
　
県
立
北
病
院
前
を
通
過
し
芦
安
入
口
ロ
ー

　
　
ソ
ン
を
芦
安
方
面
へ
、塩
沢
入
口
信
号
を
左
折

　
13
時
20
分
頃
　
ル
ー
プ
橋
か
ら
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
ン
を
南
進

　
　
し
ほ
た
る
み
館
で
小
休
止
の
後
、道
の
駅
富
士
川
へ（
ゴ
ー
ル
）

●
11
月
18
日（
土
）プ
チ
南
ア
ル
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

　（
35
キ
ロ
コ
ー
ス
） 

小
学
校
４
年
生
以
上

　
９
時
30
分
　
道
の
駅
富
士
川
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
９
時
40
分
頃
　
落
合
小
学
校
東
側
の
信
号
を
北
進（
落
合

　
　
中
央
線
）

　
10
時
頃
　
山
際
団
地
の
通
り
を
北
進
し
ジ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

南
ア
ル
プ
ス
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

２
０
１
７
開
催

松田 　重さん
（徳永） 

米山 みよのさん
（築山） 

100歳祝

お

めでとう!

実
施
日
　
11
月
14
日（
火
）

時
　
間
　
11
時
頃

　
地
震・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト※

）を
用
い
、
国
か
ら
の
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
の
自
動
放
送
に
よ
り
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

　
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お

　
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
室
　
電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
本
庁
舎
増
築
工
事
に
伴
い
、
環
境
課
が
東
別
館
１
階
に
移

転
し
ま
す
。

　
移
転
に
併
せ
て
、
毎
週
水
曜
日

に
回
収
し
て
い
る
、
古
着
や
蛍
光

灯
等
の
回
収
場
所
も
移
転
し
ま
す

の
で
、
持
ち
込
む
際
に
は
、
環
境

課
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

業
務
開
始
日
　

　
平
成
29
年
11
月
６
日（
月
）

●
お
問
合
せ
／
環
境
課

　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

環
境
課
が
移
転
し
ま
す

　
い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
　
つ
な
ぐ
声

　
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き

や
、
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通
告・連
絡
先

○
中
央
児
童
相
談
所
　

　
電
話（
２
５
４
）８
６
１
７

○
福
祉
総
合
相
談
課（
家
庭
児
童
相
談
室
）

　
電
話（
２
８
２
）６
０
４
９

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
電
話 

１
８
９
番（
24
時
間
）

※

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電

　
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
４
９

11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」で
す

　
11
月
30
日
現
在
、
20
歳
以
上
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳

も
し
く
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
国
民
年
金

法
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
あ
る
方
に
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

　
昨
年
度
手
当
を
受
給
さ
れ
た
方
と
今
年
度
既
に
申
請
さ

れ
た
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
に
つ
い
て

 

　
　（
野
球
場
）手
前
を
左
折
、櫛
形
北
小
学
校
手
前
を
右
折

　
　
し
桃
園
神
社
を
通
過
し
清
月
で
小
休
止

　
10
時
50
分
頃
　
巨
摩
共
立
病
院
西
側
の
信
号
を
北
進
し

　
　
ハッ
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
シ
ョッ
プ
が
あ
る
信
号
を
左
折
、曲
輪

　
　
田
新
田
信
号
通
過

　
11
時
頃
　
飯
野
新
田
地
区
か
ら
新
町
信
号
を
北
進
、（
株
）富

　
　
士
種
菌
前
を
左
折
し
芦
安
方
面
へ

　
11
時
30
分
頃
　
ル
ー
プ
橋
か
ら
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
ン
を
南
進

　
　
し
ほ
た
る
み
館
で
小
休
止
の
後
、道
の
駅
富
士
川
へ（
ゴ
ー
ル
）

※

複
数
の
小
集
団
ご
と
に
走
行
し
ま
す
。時
間
は
先
頭
到
着
予

　
測
時
間
で
す
。こ
の
後
、90
分
程
度
、小
集
団
が
通
過
し
ま
す
。

　
詳
細
、コ
ー
ス
等
は
、大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
通
過
時
間
を
掲
載
し
ま
す
）

http://yam
anashi-cycle.org/m

al

●
お
問
合
せ
／

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
し
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
電
話
０
５
５
６（
４
８
）８
２
３
９

　
山
梨
県
宅
建
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と「
空
家
等
の
適
正
な
管

理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
空
家
の
管
理
の
適
正
化
を
進
め
、良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
内
容
】　
協
定
を
締
結
し
た
山
梨
県
宅
建
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
宅
建
協
力
事
業
者
が
空
家
の
管
理
を
有
償
で
行
な
い
ま
す
。

空
家
の
管
理
に
お
困
り
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
　
電
話（
２
８
２
）６
３
９
７

　
　
　
　
　
　
政
策
推
進
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

空
家
等
の
適
正
な
管
理
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　
11
月
12
日（
日
）、
日
世 

南
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム（
櫛
形

総
合
公
園
陸
上
競
技
場
）を
メ
イ
ン
会
場
に
、
第
15
回
南

ア
ル
プ
ス
市
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
距
離
22
．６

㎞
、
７
区
間
を
お
よ
そ
50
チ
ー
ム
が
競
い
ま
す
。

　
一
般
道
も
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
図
は
、
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会
　
電
話（
２
３
６
）８
５
５
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.m
inam

i-alps-sports.or.jp/

第
15
回
南
ア
ル
プ
ス
市 

駅
伝
大
会

申
請
場
所
　

　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

・
振
込
先
口
座
の
通
帳
（
本
人
名
義
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
ま
た
は
障
害
年
金

　
証
書
１
・
２
級
お
よ
び
直
近
の
振
込
が
確
認
で
き
る
通

　
知
ま
た
は
通
帳

支
給
予
定
日
　
12
月
22
日（
金
）

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

南アルプス
市役所 移転後

市役所
東別館

高原会
小笠原総合
福祉プラザ

移転前

村田屋
中央工場

サンシャインビル

林屋
新聞店

魚覚

福保

たっちゃんうどん

富
士
川
街
道

フォースクウェア
福音協会

　
市
は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
事
業
用
地
の
利
活
用
を
担

う
民
間
企
業
の
募
集
・
誘
致
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
事
業
用
地
の
一
元
管
理
方
法
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
今
後
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  

　優
良
企
業
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
事
業
者
確
定
を
条
件
に
、
ま
ず
は
市
が
土
地
を

賃
借（
一
元
管
理
）し
、
基
盤
整
備
し
た
う
え
で
、
事
業
者

に
賃
貸
し
ま
す
。
そ
の
後
、
将
来
的
に
は
土
地
を
取
得
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　
こ
の
方
針
は
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
等
を
踏
ま
え
、

重
要
な
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
、
今
後
の
土
地
利
用
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
、
地

権
者
お
よ
び
市
議
会
への
説
明
会
等
に
よ
り
、
関
係
者
の
ご
理

解
と
ご
了
承
を
い
た
だ
く
た
め
の
説
明
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
６
次
化
拠
点
整
備
室

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
４
０
６

６
次
化
拠
点
整
備
事
業
用
地

の
一
元
管
理
方
法
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

  U‒15野球日本代表の
功刀史也さんが来庁

MY TOWN TOPICS 0404

10月11日 水10月11日 水

　野球のU-15（15歳以下）日本代表に選出された白根
巨摩中学校3年の功刀史也さんが市役所を訪れ、意気込
みを語ってくれました。
　功刀さんは8月に開催されたU-15全国KWB野球選手
権での活躍などが認められて代表に選出され、11月に
静岡で開催されるアジア選手権に向けて、レギュラー
獲得を目指しているそうです。
　日本代表チームでの功刀さんの活躍を楽しみにして
います。

10月15日 日10月15日 日

伝承館秋まつり2017
MY TOWN TOPICS 0606

　ふるさと文化伝承館で、伝承館秋まつり「１日だけ
の遺跡のがっこう」が開催されました。
　会場には、土偶づくりや弓矢などの様々な体験ブー
スが用意されたほか、鋳物師屋遺跡の円錐形土偶や土
器について学んだ後に土偶キャラ子宝の女神ラヴィ
のエアードームに入る催しが行なわれ、訪れた子ども
達は様々な体験を通して市内の遺跡や文化について
学んでいました。

３Ｈ運動推進大会
MY TOWN TOPICS 0101

9月25日 月9月25日 月

　南アルプスガーデン駐車場で南アルプス市3H運動推進大
会（パレード）が開催されました。
　この運動は秋の全国交通安全運動が実施されるのに伴い、
県が推進している「早めのライト点灯」・「ハイビームの活
用」・「反射材の使用」の3Hを広く周知するために開催され、
反射材用品の贈呈や交通安全弁論などが行なわれました。
　また、このあと会場から南アルプス警察署まで横断幕やの
ぼり旗を持ちパレードが行なわれ、参加者は交通安全を呼び
かけていました。

認知症予防講演会
MY TOWN TOPICS 0303

10月4日 水10月4日 水

　桃源文化会館で、運動によって認知症を予防する
「コグニサイズ」をテーマにした認知症予防講演会が
開催されました。
　講師の国立長寿医療センター、島田裕之さんから、
日々の生活に運動を取り入れることで、認知症の発症
を遅くさせることができることなどが説明された後、
座ったままできるコグニサイズの運動が紹介され、参加
者は会場で運動を実践しながら最新の認知症予防方法
について学んでいました。

　

六角堂祭典
MY TOWN TOPICS 0505

10月13日 金10月13日 金

　沢登六角堂の祭典が行なわれました。この祭りは、如意輪
観音と聖徳太子を祀る六角堂に、山梨県の無形民俗文化財に
指定されている「切子」を奉納するもので、300年以上も前か
ら継承されています。
　今年も、豊小学校の児童や切子保存会の会員などが制作し
た62点の切子が奉納され、訪れた人たちは、浮世絵や武将、
アニメのキャラクターなどを題材とした作品を一つ一つ鑑
賞しながら、緻密な仕上がりに感嘆の声を上げていました。

高齢者家庭に
住宅用火災警報器を設置

MY TOWN TOPICS 0202

　ひとり暮らし高齢者家庭を対象とした住宅用火災警報器の
設置が9月末から行なわれました。
　これは、高齢者家庭の安全対策に役立てて欲しいと、市電気
設備安全協議会から寄付された火災警報器を設置したもの
で、この日は甲西地区の深澤さんのご自宅に設置が行なわれ
ました。深澤さんは「寝室に警報器をつけていただいたので、
今日から安心して眠れます。」と話していました。

9月29日 金9月29日 金
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  U‒15野球日本代表の
功刀史也さんが来庁

MY TOWN TOPICS 0404

10月11日 水10月11日 水

　野球のU-15（15歳以下）日本代表に選出された白根
巨摩中学校3年の功刀史也さんが市役所を訪れ、意気込
みを語ってくれました。
　功刀さんは8月に開催されたU-15全国KWB野球選手
権での活躍などが認められて代表に選出され、11月に
静岡で開催されるアジア選手権に向けて、レギュラー
獲得を目指しているそうです。
　日本代表チームでの功刀さんの活躍を楽しみにして
います。

10月15日 日10月15日 日

伝承館秋まつり2017
MY TOWN TOPICS 0606

　ふるさと文化伝承館で、伝承館秋まつり「１日だけ
の遺跡のがっこう」が開催されました。
　会場には、土偶づくりや弓矢などの様々な体験ブー
スが用意されたほか、鋳物師屋遺跡の円錐形土偶や土
器について学んだ後に土偶キャラ子宝の女神ラヴィ
のエアードームに入る催しが行なわれ、訪れた子ども
達は様々な体験を通して市内の遺跡や文化について
学んでいました。

３Ｈ運動推進大会
MY TOWN TOPICS 0101

9月25日 月9月25日 月

　南アルプスガーデン駐車場で南アルプス市3H運動推進大
会（パレード）が開催されました。
　この運動は秋の全国交通安全運動が実施されるのに伴い、
県が推進している「早めのライト点灯」・「ハイビームの活
用」・「反射材の使用」の3Hを広く周知するために開催され、
反射材用品の贈呈や交通安全弁論などが行なわれました。
　また、このあと会場から南アルプス警察署まで横断幕やの
ぼり旗を持ちパレードが行なわれ、参加者は交通安全を呼び
かけていました。

認知症予防講演会
MY TOWN TOPICS 0303

10月4日 水10月4日 水

　桃源文化会館で、運動によって認知症を予防する
「コグニサイズ」をテーマにした認知症予防講演会が
開催されました。
　講師の国立長寿医療センター、島田裕之さんから、
日々の生活に運動を取り入れることで、認知症の発症
を遅くさせることができることなどが説明された後、
座ったままできるコグニサイズの運動が紹介され、参加
者は会場で運動を実践しながら最新の認知症予防方法
について学んでいました。

　

六角堂祭典
MY TOWN TOPICS 0505

10月13日 金10月13日 金

　沢登六角堂の祭典が行なわれました。この祭りは、如意輪
観音と聖徳太子を祀る六角堂に、山梨県の無形民俗文化財に
指定されている「切子」を奉納するもので、300年以上も前か
ら継承されています。
　今年も、豊小学校の児童や切子保存会の会員などが制作し
た62点の切子が奉納され、訪れた人たちは、浮世絵や武将、
アニメのキャラクターなどを題材とした作品を一つ一つ鑑
賞しながら、緻密な仕上がりに感嘆の声を上げていました。

高齢者家庭に
住宅用火災警報器を設置

MY TOWN TOPICS 0202

　ひとり暮らし高齢者家庭を対象とした住宅用火災警報器の
設置が9月末から行なわれました。
　これは、高齢者家庭の安全対策に役立てて欲しいと、市電気
設備安全協議会から寄付された火災警報器を設置したもの
で、この日は甲西地区の深澤さんのご自宅に設置が行なわれ
ました。深澤さんは「寝室に警報器をつけていただいたので、
今日から安心して眠れます。」と話していました。

9月29日 金9月29日 金
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　世代を超えて愛されている画家であり、絵本作家である安野光雅の作品展を開催しています。
　今展では、幼児向けの雑誌『しぜんのくに』の表紙を飾った「おたより」や、『おおきなもののすき
なおうさま』のほか、最新作である『わたしの好きな子どものうた』の原画など約80点を展示します。
　優しさと郷愁を秘めた、ファンダジックな安野ワールドの魅力をお楽しみください。

安野光雅の世界展
－おおきなもののすきなおうさまからわたしの好きな子どものうたまで－

       

 

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～１２月３日（日）

●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　入館料／一般500円 大高生300円 中小生200円（20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／６日（月）、13日（月）、20日（月）、24日（金）、27日（月）

11月のイベントスケジュール
  7日（火）中

4日（土）甲 18日（土）八 25日（土）白11日（土）わ白

14:00～ 毎週土曜日中

17日（金）白

  9 日（木）甲

22日（水）わ

14日（火）八 15日（水）わ

28日（火）八

おおきなもののすきなおうさま

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／3･6・13･20・23・27・30日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 24・30日

芦安分館  TEL.282-7285
13:00～17:00
火・金のみ開館

日時：11月18日（土）13：30～
場所：櫛形生涯学習センター
　　 あやめホール
発表者：山梨県立巨摩高校のみなさん
入場無料　
小・中・高のみなさん、一般の本好きな方の
観覧をお待ちしています。

◇ビブリオバトル in 南アルプス　

読書の秋に、市内の図書館朗読ボランティア
グループが一堂に会する朗読会です。
各グループの代表者とゲスト出演者の朗読を、
心ゆくまでお楽しみください。
日時：11月11日（土）13：30～15：30
場所：櫛形生涯学習センター
　　 あやめホール
朗読作品： 高田郁・作　『ムシヤシナイ』
　　　　  森浩美・作　『ホタルの熱』　
　　　宮部みゆき・作　『紙吹雪』 ほか

◇秋のひととき朗読会

◇秋の図書館フェスタ ―11月は楽しいことがいっぱい！―
①えほんの福袋「あたらしい10冊とのであい」　
　11月４日（土）～福袋終了まで
えほんは、図書袋としてもご利用いただける「図書館キャラクターライライの
オリジナルバック」に入っています。数に限りがありますので、お早めにどうぞ。
②図書館ラリー「図書館でフルコース」
　11月1日（水）～29日（水）
市内の各図書館で、料理をテーマに本を展示しています。 テーマの本を借りると、
かわいいクリップをプレゼント。全館分のクリップを集めると、さらに素敵なプレゼント。

講師：作家 落合恵子氏
日時：11月２５日（土）
開場：13：00  講演：13：３０～15：00
場所：櫛形生涯学習センター あやめホール
※要・整理券　１１月４日（土）～

◇図書館講演会
　「いのちの感受性  ―一行の言葉に立ち止まる時―」

証城寺の狸囃子 おたより
（しぜんのくに 1976年5月）

図書館に行って安野光雅の本を借りるとしおりがもらえます。
それを持って美術館に行くと展覧会を無料で見ることができます。

市立美術館・市立図書館 ワクワクコラボ

お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000

い
ま
ブ
ー
ム
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う

２
本
の
ポ
ー
ル（
ス
ト
ッ
ク
）を
使
っ
て
、歩
行
を
補
助
し

運
動
効
果
を
よ
り
増
強
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
こ
と
で
、

年
代
関
係
な
く
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

健
康
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、今
流
行
り
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
あ
と
は
、健
康
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
、

食
や
健
康
に
関
す
る
様
々
な
ブ
ー
ス
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※

健
康
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
、

　
18
ペ
ー
ジ「
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
？

「椿の正月飾り」　
日　時：12月７日（木）　
定　員：各20名
持ち物：はさみ・目打ち・ボンド
要・申込：11月18日（土）

◇シニアのための図書館講座

10：00～中 14：00～白

幸
せ
実
感
！ 

南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
協
賛
事
業

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
文
化
財
め
ぐ
り

ミ
ズ
ノ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
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指
導
の
も
と
、

ポ
ー
ル（
ス
ト
ッ
ク
）を
利
用
し
た

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
史
跡
め
ぐ
り

内

　容
県
指
定
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弥
陀
如
来
立
像
と
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争
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跡
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タ
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る
３
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※

そ
れ
ぞ
れ
文
化
財
課
の
学
芸
員
に
よ
る
説
明
が
つ
き
ま
す
。

コ
ー
ス

11
月
１
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

健
康
増
進
課 
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康
企
画
担
当（
２
８
４

－

６
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０
０
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で

ご
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絡
く
だ
さ
い
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申
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催
日

11
月
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日（
日
）
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時
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お
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ね
２
時
間
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場
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健
康
フ
ェ
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タ
会
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健
康
福
祉
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参
加
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０
０
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貸
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で
す
。

定
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先
着
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18
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上
）
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、
コ
ウ
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ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
財
課

幸せ実感！
南アルプス市健康リーグ
ロゴマーク
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なおうさま』のほか、最新作である『わたしの好きな子どものうた』の原画など約80点を展示します。
　優しさと郷愁を秘めた、ファンダジックな安野ワールドの魅力をお楽しみください。

安野光雅の世界展
－おおきなもののすきなおうさまからわたしの好きな子どものうたまで－

       

 

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～１２月３日（日）

●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601
開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）　入館料／一般500円 大高生300円 中小生200円（20名以上団体料金２割引）
今月の休館日／６日（月）、13日（月）、20日（月）、24日（金）、27日（月）

11月のイベントスケジュール
  7日（火）中

4日（土）甲 18日（土）八 25日（土）白11日（土）わ白

14:00～ 毎週土曜日中

17日（金）白

  9 日（木）甲

22日（水）わ

14日（火）八 15日（水）わ

28日（火）八

おおきなもののすきなおうさま

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　　わかくさ図書館  TEL.283-1501
白根桃源図書館  TEL.284-6010　  　　甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
　休館日／3･6・13･20・23・27・30日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／ 24・30日

芦安分館  TEL.282-7285
13:00～17:00
火・金のみ開館

日時：11月18日（土）13：30～
場所：櫛形生涯学習センター
　　 あやめホール
発表者：山梨県立巨摩高校のみなさん
入場無料　
小・中・高のみなさん、一般の本好きな方の
観覧をお待ちしています。

◇ビブリオバトル in 南アルプス　

読書の秋に、市内の図書館朗読ボランティア
グループが一堂に会する朗読会です。
各グループの代表者とゲスト出演者の朗読を、
心ゆくまでお楽しみください。
日時：11月11日（土）13：30～15：30
場所：櫛形生涯学習センター
　　 あやめホール
朗読作品： 高田郁・作　『ムシヤシナイ』
　　　　  森浩美・作　『ホタルの熱』　
　　　 宮部みゆき・作　『紙吹雪』 ほか

◇秋のひととき朗読会

◇秋の図書館フェスタ ―11月は楽しいことがいっぱい！―
①えほんの福袋「あたらしい10冊とのであい」　
　11月４日（土）～福袋終了まで
えほんは、図書袋としてもご利用いただける「図書館キャラクターライライの
オリジナルバック」に入っています。数に限りがありますので、お早めにどうぞ。
②図書館ラリー「図書館でフルコース」
　11月1日（水）～29日（水）
市内の各図書館で、料理をテーマに本を展示しています。 テーマの本を借りると、
かわいいクリップをプレゼント。全館分のクリップを集めると、さらに素敵なプレゼント。

講師：作家 落合恵子氏
日時：11月２５日（土）
開場：13：00  講演：13：３０～15：00
場所：櫛形生涯学習センター あやめホール
※要・整理券　１１月４日（土）～

◇図書館講演会
　「いのちの感受性  ―一行の言葉に立ち止まる時―」

証城寺の狸囃子 おたより
（しぜんのくに 1976年5月）

図書館に行って安野光雅の本を借りるとしおりがもらえます。
それを持って美術館に行くと展覧会を無料で見ることができます。

市立美術館・市立図書館 ワクワクコラボ

お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000
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持ち物：はさみ・目打ち・ボンド
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◇シニアのための図書館講座
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安
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Ｍ8.4.23

榊村
Ｍ8.1.12

野之瀬村
Ｍ7.10.25

豊村
Ｍ8.1.8

町村名   

御影村

田之岡村

八田村

巨摩町

飯丘地区

百田村

今諏訪村

源村

白根町

芦安村

三恵村

鏡中条村

藤田村

若草町

明穂村

小笠原町

榊村

野之瀬村

豊村

櫛形町

落合村

五明村

南湖村

大井村

甲西町

分類

a

b

d

d

b

b

b

c

c

b

a

e

e

c

c

e

c

b

c

c

e

a

d

d

d

                                                                    由    来 

合併した三つの村を合わせ美しい名称としたとされる（三影村）。

田方(氾濫原)と丘の上の村(御勅使川扇状地)の合併のため。

かつて「八田牧（はったのまき）」などが置かれ、中世以来の由緒ある地名から。

古来からのこの地域の地名である「巨摩郡」から。

飯野新田、曲輪田新田、築山が源村から分離して、白根町になるとき、この三集落の
地区名を公募して名づけた。語源は、扇状地（原方）と（丘陵）根方にまたがるためか。

合併した百々村の百と上八田村の田を合わせた。

上・下諏訪の両村が合併したため。

御勅使川扇状地の扇頂に位置し、水源地であるとの誇りから源を村名とした。

南アルプス白根三山の名前をとって、その気品と雄姿を住民の手本にするため。

合併した芦倉村の芦と安通村の安を合わせた。

合併した三ヵ村が、共に恵みを得るように名づけられた。

江戸時代からの村名を踏襲。

江戸時代からの村名を踏襲。

春光に映る若草の如く、大いなる希望と幸福を抱き、村が発展することを願って。

米作の不適作地であるため稲穂への憧れと村の豊穣を願って名づけられた。

江戸時代からの村名を踏襲。

村域に高尾山穂見神社や神部神社の山宮があり、神社にちなむ榊を村名とした。

合併した上野、中野村の野と上・下市之瀬村の瀬をとった（鋳物師屋村は当時無住）。

村の繁栄を願って「豊」を村名とした。

町の西にそびえている南アルプスの前衛、櫛形山の名をとった。

江戸時代からの村名を踏襲。

合併した五つの村の繁栄を願った。またこの五つの村は、扇状に分布しており、扇の異称
である「五明」にもかけてある。扇の別の異称は「末広がり」で未来への想いも込められる。

「南胡荘（なごのしょう）」が置かれるなど、古代からの由緒ある地名から。

古代ここが「大井郷」と呼ばれた地域の中心であったことから。

「甲州西郡筋（にしごおりすじ）」という、この地域の江戸時代の歴史的呼称から。

a：合併した自治体数＋未来への願い（合成地名＋瑞祥地名） b：旧村から合成または、それぞれの地形から（合成地名）
c：地域への誇りと豊かな未来への願い（瑞祥地名） e：古来からの地名を継承d：古来からの地名の復活（広域地名）
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ま
す
）。こ
の
大
字
は
、お
お
む
ね
江
戸
時
代
の
村
名
が
元
に

な
っ
て
い
る
た
め
、そ
れ
は
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
歴
史
的
な

地
名
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　一
方
で
、江
戸
時
代
の
村
か
ら
、現
在
に
い
た
る
間
の
町
村
合
併

の
中
で
生
ま
れ
、そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
村
名
・
町
名
は
、い
わ
ば
明

治
時
代
以
降
に「
創
ら
れ
た
地
名
」と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

の
名
前
に
は
、地
域
の
発
展
を
願
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
り
、地
域
の

歴
史
や
誇
り
を
表
し
た
も
の
も
あ
り
、そ
の
時
代
そ
の
時
代
に
生

き
た
人
々
の
、ふ
る
さ
と
発
展
へ
の
想
い
や
願
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
欄
で
は
、今
回
か
ら
二
回
に
渡
っ
て
、市
内
に
の
こ
る
、

こ
の
か
つ
て
の
地
名
の
な
ご
り
を
探
し
、当
時
の
人
々
の
想
い
に

ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　文
／
写
真

　文
化
財
課

　町村名の由来（上）／町村合併の経緯（下）
　町村名の由来をみると、新しい町村名を創るにあたり、いろいろな想いが込められてい
ることがわかります。旧村から一字づつとったような一見安易に見える合成地名も、合併
するそれぞれの地域を尊重した結果といえるでしょう。また地域の誇りとして歴史的な地
名を継承、復活している例も見逃せません。

　市域北半部にのこる、かつての地名のなごりの例
　住所表示としては「消えてしまった」これら地名ですが、現在でも農協の支所
や郵便局、交番、そして小中学校の名前などに、そのなごりを見ることができます。
※市域南半部については次回ご紹介します。

※ 町村名の由来についての出典については、旧町村誌や『中巨摩郡地名誌』等から採録
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八田村

巨摩町

飯丘地区

百田村

今諏訪村

源村

白根町

芦安村

三恵村

鏡中条村

藤田村

若草町

明穂村

小笠原町

榊村

野之瀬村

豊村

櫛形町

落合村

五明村

南湖村

大井村

甲西町

分類

a

b

d

d

b

b

b

c

c

b

a

e

e

c

c

e

c

b

c

c

e

a

d

d

d

                                                                    由    来 

合併した三つの村を合わせ美しい名称としたとされる（三影村）。

田方(氾濫原)と丘の上の村(御勅使川扇状地)の合併のため。

かつて「八田牧（はったのまき）」などが置かれ、中世以来の由緒ある地名から。

古来からのこの地域の地名である「巨摩郡」から。

飯野新田、曲輪田新田、築山が源村から分離して、白根町になるとき、この三集落の
地区名を公募して名づけた。語源は、扇状地（原方）と（丘陵）根方にまたがるためか。

合併した百々村の百と上八田村の田を合わせた。

上・下諏訪の両村が合併したため。

御勅使川扇状地の扇頂に位置し、水源地であるとの誇りから源を村名とした。

南アルプス白根三山の名前をとって、その気品と雄姿を住民の手本にするため。

合併した芦倉村の芦と安通村の安を合わせた。

合併した三ヵ村が、共に恵みを得るように名づけられた。

江戸時代からの村名を踏襲。

江戸時代からの村名を踏襲。

春光に映る若草の如く、大いなる希望と幸福を抱き、村が発展することを願って。

米作の不適作地であるため稲穂への憧れと村の豊穣を願って名づけられた。

江戸時代からの村名を踏襲。

村域に高尾山穂見神社や神部神社の山宮があり、神社にちなむ榊を村名とした。

合併した上野、中野村の野と上・下市之瀬村の瀬をとった（鋳物師屋村は当時無住）。

村の繁栄を願って「豊」を村名とした。

町の西にそびえている南アルプスの前衛、櫛形山の名をとった。

江戸時代からの村名を踏襲。

合併した五つの村の繁栄を願った。またこの五つの村は、扇状に分布しており、扇の異称
である「五明」にもかけてある。扇の別の異称は「末広がり」で未来への想いも込められる。

「南胡荘（なごのしょう）」が置かれるなど、古代からの由緒ある地名から。

古代ここが「大井郷」と呼ばれた地域の中心であったことから。

「甲州西郡筋（にしごおりすじ）」という、この地域の江戸時代の歴史的呼称から。

a：合併した自治体数＋未来への願い（合成地名＋瑞祥地名） b：旧村から合成または、それぞれの地形から（合成地名）
c：地域への誇りと豊かな未来への願い（瑞祥地名） e：古来からの地名を継承d：古来からの地名の復活（広域地名）

　地
名
、そ
れ
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
地
域
の
記
憶
で
す
。

　平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
南

ア
ル
プ
ス
市
。現
在
の
住
所
表
示
は
、原
則
と
し
て
市
の
名
前
＋

大
字（
例
：
小
笠
原
）＋
番
地
で
す（
芦
安
地
区
は
、も
と
の
大
字

の
前
に
旧
村
名
の「
芦
安
」を
冠
し
て
芦
安
芦
倉
、芦
安
芦
通
と
し

て
い
ま
す
）。こ
の
大
字
は
、お
お
む
ね
江
戸
時
代
の
村
名
が
元
に

な
っ
て
い
る
た
め
、そ
れ
は
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域
に
古
く
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ら
伝
わ
る
歴
史
的
な

地
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と
い
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こ
と
に
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ま
す
。
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で
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時
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、現
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に
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た
る
間
の
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合
併

の
中
で
生
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、そ
し
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え
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・
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ら
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が
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史
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に
生
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の
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る
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と
発
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へ
の
想
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や
願
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を
知
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こ
と
が
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ま
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。こ
の
欄
で
は
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回
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ら
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回
に
渡
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内
に
の
こ
る
、
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の
地
名
の
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ご
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探
し
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　町村名の由来をみると、新しい町村名を創るにあたり、いろいろな想いが込められてい
ることがわかります。旧村から一字づつとったような一見安易に見える合成地名も、合併
するそれぞれの地域を尊重した結果といえるでしょう。また地域の誇りとして歴史的な地
名を継承、復活している例も見逃せません。

　市域北半部にのこる、かつての地名のなごりの例
　住所表示としては「消えてしまった」これら地名ですが、現在でも農協の支所
や郵便局、交番、そして小中学校の名前などに、そのなごりを見ることができます。
※市域南半部については次回ご紹介します。

※ 町村名の由来についての出典については、旧町村誌や『中巨摩郡地名誌』等から採録
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斉
藤 

正
和
（
在
家
塚
）
　

大
寒
や
妹
と
行
く
月
詣 

武
井 

志
津
子
（
有
野
）
　

亀
の
首
ゆ
る
ゆ
る
伸
び
て
神
の
留
守 

内
藤 

利
子
（
飯
野
）
　

帰
り
花
陽
を
恋
う
て
耳
澄
ま
し
ゐ
る 

中
澤 

清
子
（
飯
野
）
　

千
両
の
間
近
く
皇
居
仰
ぎ
見
る 

若
林 

義
衛
（
飯
野
）
　

ま
っ
す

は
い
で
ん

ふ
と
は
し
ら

し
ゅ
く
き

か
ん
ざ
ん

じ
っ
と
く

す
わ

つ
き
も
う
で

だ
い
か
ん

あ
お

は

こ
ぞ

は
て

そ

ひ

か
え

ば
な

こ

か
い
み
ょ
う

ふ
だ
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総人口： 72,031人（-14）
--------------------------
男　性： 35,607人（-4）
女　性： 36,424人（-10）
世　帯： 27,470世帯（-10）
うち外国籍人口： 921人（-11）

南アルプス広
報 No.176   平成29年1１月1日発行

平成29年10月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開催日 11月26日（日）

時　間 10時～14時 

会　場 健康福祉センター（飯野2806‒1）

内　容 アンパンマンむし歯予防着ぐるみ劇、

 ほうとう無料配布、食育コーナー、

 健康・体力チェック、運動コーナー、

 無料歯科相談、救急法、禁煙・お薬相談など

※詳細は11月23日の新聞折込チラシでご確認ください。

お問合せ／健康増進課　☎284-6000

子どもから大人まで楽しめる「健康」をテーマとした
お祭りを今年も開催します！
ぜひご家族・お友だちでお越しください！

健
康
フ
ェ
ス
タ
☆

２
０
１
７

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

今月の表紙：紅葉の広河原から北岳を望む

いくめん

子どもがわがままを言っても優しく接して
くれるパパ。パパは子供たちの逃げ場所。

山本 公太さん（父）、 実柚ちゃん（8歳）

　　 詩ちゃん（7歳）、 結汰朗くん（4歳）
うた ゆいたろう

こうた みゆ

（鮎沢）

里
で
は
秋
の
彩
り
が
映
え
る
頃

北
岳
で
は
雪
が
降
り
始
め
ま
す
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
は
白
い
羽
毛
に
な
り

い
よ
い
よ
冬
の
は
じ
ま
り
。

冬
の
あ
い
だ
北
岳
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
が

ど
こ
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か

知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

強
い
風
が
吹
い
て
も
雪
が
積
も
ろ
う
と
も

彼
ら
は
そ
こ
で
生
き
る
だ
け
。

登
山
者
も
い
な
く
な
っ
た
冬
の
入
口
に

ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

冬
の
お
と
ず
れ

山

月
今

の
テ

マ

父・賢吾　母・保美（落合）

いつもニコニコ、その笑顔がみんなの癒し♡
これからもいっぱい食べて、いっぱい遊んで、
元気で優しい子に育ってね♡

新津 心菜ちゃん（2歳）
ここな

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

19 18



総人口： 72,031人（-14）
--------------------------
男　性： 35,607人（-4）
女　性： 36,424人（-10）
世　帯： 27,470世帯（-10）
うち外国籍人口： 921人（-11）

南アルプス広
報 No.176   平成29年1１月1日発行

平成29年10月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

開催日 11月26日（日）

時　間 10時～14時 

会　場 健康福祉センター（飯野2806‒1）

内　容 アンパンマンむし歯予防着ぐるみ劇、

 ほうとう無料配布、食育コーナー、

 健康・体力チェック、運動コーナー、

 無料歯科相談、救急法、禁煙・お薬相談など

※詳細は11月23日の新聞折込チラシでご確認ください。

お問合せ／健康増進課　☎284-6000

子どもから大人まで楽しめる「健康」をテーマとした
お祭りを今年も開催します！
ぜひご家族・お友だちでお越しください！

健
康
フ
ェ
ス
タ
☆

２
０
１
７

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

今月の表紙：紅葉の広河原から北岳を望む

いくめん

子どもがわがままを言っても優しく接して
くれるパパ。パパは子供たちの逃げ場所。

山本 公太さん（父）、 実柚ちゃん（8歳）

　　 詩ちゃん（7歳）、 結汰朗くん（4歳）
うた ゆいたろう

こうた みゆ

（鮎沢）

里
で
は
秋
の
彩
り
が
映
え
る
頃

北
岳
で
は
雪
が
降
り
始
め
ま
す
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
は
白
い
羽
毛
に
な
り

い
よ
い
よ
冬
の
は
じ
ま
り
。

冬
の
あ
い
だ
北
岳
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
た
ち
が

ど
こ
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か

知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

強
い
風
が
吹
い
て
も
雪
が
積
も
ろ
う
と
も

彼
ら
は
そ
こ
で
生
き
る
だ
け
。

登
山
者
も
い
な
く
な
っ
た
冬
の
入
口
に

ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

冬
の
お
と
ず
れ

山

月
今

の
テ

マ

父・賢吾　母・保美（落合）

いつもニコニコ、その笑顔がみんなの癒し♡
これからもいっぱい食べて、いっぱい遊んで、
元気で優しい子に育ってね♡

新津 心菜ちゃん（2歳）
ここな

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

19 18



http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

ぶどうのゼリー
●材料（2人分）
　ぶどうジャム… 150g
　粉ゼラチン…… 5g
　水………… 200cc

●作り方
　①ゼラチンは大さじ３の水でふやかしておく。
　②ジャムと水を鍋で煮立たせて、火を止めて①のゼラチンを加えて溶かす。
　③粗熱を取って冷やす。

地元産の素材を使ったジャムや味噌などの加工品、生産者
が直接持ち込む新鮮な野菜や果物などが販売されていま
す。月に１回フリマもやってるよ！

南アルプス市小笠原 1284-4 ／ TEL055-283-7766 ／
9：30～16：30 ／月曜定休

　埼玉から７年前に山梨へ来まし
た。南アルプス市は今年で５年目で
す。現在は白根地区の畑でブドウを
栽培しています。
　故郷は埼玉・熊谷近く。暑いとこ
ろも、山が見えるところも似ている
地域ということもあって、山梨はと
ても住みやすいです。移住で課題に
なりがちな人付き合いの面も、僕た
ちはとても恵まれています。埼玉と
比べると地域の行事が少し多くは
ありますが、昔ながらの風習が残っ
ているんだなと思いながら参加し
ています。引っ越してきて２年目
で、組長もしましたよ（笑）

地域の未来を担う覚悟で。
　もともと製造業に勤めていたの
で、移住先でも「ものづくり」がした
いという気持ちがありました。それ
なら、耕作放棄地や後継者不足が悩
ましい農業の分野で、力になれれば
　

と思いました。食べるものを作る仕
事なら、なおさら人の役に立てます
しね。ブドウの栽培は、剪定から始
まり、摘果や形を整える作業など、
一房に何度も向き合います。その工
程が楽しくて、数ある作物のなかで
もブドウに携わっています。
　これからも農業に関する課題は
増えていくでしょうし、反対に、農
業をしたいと都会から移住する人
も増えるでしょう。これから来る人
たちの新しい生活をサポートする
ことも、僕たちの、先輩としての役
目かなとも思っています。そして耕
作放棄地が少しでも減らすことが
できればいいですね。

長峰功昌さん ご夫妻移住者
interview

まちの駅くしがた

◆居住履歴
埼玉  → 笛吹市  →  ＼南アルプス市／ 
農業支援が充実しているため山梨へ。新
しい品種の開発を夢見て、日々お仕事と
品種改良に熱中！

料理監修 : Chizuru Aoki

はっぴぃ
倶楽部

人のために、人の中で暮らす

古くから人と
育ってきたことも
ブドウの魅力です

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

No.56

LOCO MAGA

MINAMI
ALPS

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。

  November 2017



●
天
笑
閣
休
館
の
お
知
ら
せ

　
天
恵
泉
白
根
桃
源
天
笑
閣
の
改
修
工
事
が
行

な
わ
れ
ま
す
。工
事
期
間
中
は
休
館
し
ま
す
。ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　
11
月
６
日
〜
平
成
30
年
１
月
末

お
問
合
せ/

観
光
商
工
課電

話（
２
８
２
）６
２
９
４

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
、
栄
養
士
、
助
産
師
に
よ
る

　
相
談
な
ど

※

来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
各
種
健
診（
検
診
）の
お
申
込
み
が
ま
だ
の
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平成29年 11月号

●
平
成
29
年
分 

年
末
調
整
等
説
明
会

　
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
や
提
出
方
法
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
17
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／

　
甲
府
税
務
署　
　

   

電
話（
２
５
４
）６
１
０
５

　
税
務
課　
　
　
　

   

電
話（
２
８
２
）７
３
７
９

お
知
ら
せ

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
母
校
の
教
育
活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次

の
団
体
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
根
巨
摩
中
学
校
同
窓
会

テ
ン
ト 

２
基
、 

折
り
た
た
み
椅
子 

１
０
０
脚

　
学
習
教
材
と
し
て
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次
の

方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
桐 

十
三
日 

様（
中
野
）ハ

ク
ビ
シ
ン
剥
製　
１
体

　
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」を
子
ど
も
た
ち
に
読
ん

で
欲
し
い
と
、次
の
団
体
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」上
映
実
行
委
員
会

図
書　
１
０
２
冊

●
粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み・有

料
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
可
燃
部
分
と
不
燃
部
分
に
分
別
し
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
11
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
１
日
、８
日
、15
日
、22
日
、29
日　
　

　
　
　
　
（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま

　
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
11
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
１
日
、８
日
、15
日
、22
日
、29
日　
　

　
　
　
　
（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
11
月
の
健
診（
検
診
）日
程
の
ご
案
内

○
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

　
１
日
、２
日
、６
日
、７
日
、８
日
、９
日
、10
日
、

　
12
日

※

今
年
度
受
診
で
き
る
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、

　
ご
都
合
に
よ
り
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、こ

　
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
回
答
用
紙

　
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
で
き
ま
す
）

総
合
健
診
（
受
付
８
時
〜
10
時
30
分
）

○
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
６
日
、13
日
、14
日
、17
日
、20
日
、27
日
、29
日

○
甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
日
、２
日
、６
日
、７
日
、８
日
、９
日

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課　電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

乳
が
ん
検
診
（
受
付
14
時
〜
16
時
）

●
や
ま
な
し
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
働
き
た
い
け
ど
、働
け
な
い
若
者
た
ち
へ

　
サ
ポ
ス
テ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
ト
ー
ク
カ
ー
ド
」

を
使
っ
て
、ゲ
ー
ム
感
覚
で
話
す
テ
ー
マ
を
決
め
、

そ
の
場
に
集
ま
っ
た
み
ん
な
で
一
緒
に
気
軽
に

「
会
話
」を
楽
し
む
ワ
ー
ク
で
す
。

開
催
日　
11
月
27
日（
月
）、12
月
４
日（
月
）、

　
　
　
　
11
日（
月
） 

全
３
回

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
義
務
教
育
を
終
了
し
た
15
歳
〜
39
歳
の
方

※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
０

実
施
日　
11
月
12
日（
日
）

時　
間　
７
時
〜
８
時
30
分

場　
所　
若
草
会
場（
旧
若
草
支
所
駐
車
場
）

注
意
事
項

※

市
指
定
袋（
コ
ン
テ
ナ
）に
入
る
も
の
は
、通
常
の

　
可
燃
ご
み・不
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ご
み
の
荷
降
ろ
し
は
、搬
入
者
各
自
で
行
な
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

※

収
集
時
間
等
、詳
し
く
は「
家
庭
ご
み
収
集
カ

　
レ
ン
ダ
ー
」15
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

12
月
２
日（
土
）の
芦
安
地
区
粗
大
ご
み
の
会

　
場
は
市
営
芦
安
プ
ー
ル
北
側
駐
車
場
に
変
更

　
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



●
花
苗
を
無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、例
年
６
月

頃
と
11
月
頃
の
年
２
回
、地
域
の
集
会
場
や
花
壇

へ
花
苗
の
無
償
配
布
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
や
団
体
な
ど
で
、新
た
に
花
苗
配

布
の
要
望
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締　
切　
12
月
22
日（
金
）

※

６
月
頃
に
配
布
す
る
花
苗
は
ベ
ゴ
ニ
ア
の
予

　
定
で
す
。花
苗
の
配
布
数
は
、現
地
確
認
の
後

　
に
決
定
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課電

話（
２
８
２
）７
２
５
９

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に

　
（
平
成
29
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
、秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
、火
災
か
ら
尊
い
生
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

　
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用

　
す
る
。

③
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
N
O
S
A
I
収
入
保
険
制
度
が

　
は
じ
ま
り
ま
す

　
農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
対
象
と
し

た
総
合
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、平
成

31
年
産
か
ら
収
入
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

○
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、価
格
低
下
な
ど
も

　
含
め
た
収
入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
品
目
の
限
定
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

収
入
保
険
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

●
N
O
S
A
I
果
樹
共
済
加
入
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
産
の
加
入
申
込
の
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。果
樹
共
済（
ぶ
ど
う
、も
も
、す
も
も
、甘

柿
、り
ん
ご
）で
は
、市
の
助
成
金（
掛
金
の
１
／
３
）、

Ｊ
Ａ
こ
ま
野
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。推
進
員
と

職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、不
慮
の
災
害
に
備
え
て

申
し
込
み
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
農
業
共
済
組
合 

南
ア
ル
プ

　
ス
支
所 

事
業
第
２
課電

話（
２
８
２
）０
４
４
３

●
畑
等
で
の
剪
定
枝
の
焼
却
に
つ
い
て

　
農
業
を
営
む
た
め
に
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る

剪
定
の
枝
を
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
消
防
署
長
に
届
出
が
必

要
で
す
。届
出
先
は
市
消
防
本
部
、電
話
番
号

（
２
８
３
）０
１
１
９
番
で
す
。

　
ま
た
、焼
却
す
る
場
合
は
、次
の
事
項
に
留
意

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

　
消
防
本
部
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
が
未

設
置
の
住
宅
に
対
し
、調
査
お
よ
び
指
導
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、消
防
職
員
が
電
話
で
行
な
い
ま
す
が
、

確
認
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、訪
問
調
査
お
よ
び

指
導
を
行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、調
査
に
際
し
、消
防
職
員
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
、訪
問
販
売
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話（
２
８
２
）７
２
１
９

●
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
に
も
退
職
金
を

　
中
退
共
の
退
職
金
制
度
は
、短
時
間
労
働
者

の
方
の
た
め
の
特
例
掛
金
月
額
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
国
に
よ
る
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
／（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

電
話
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４

●
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す

　
労
働
保
険
は
、雇
用
保
険
と
労
災
保
険
の
総

称
で
す
。労
働
者（
パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
も
含
ま

れ
ま
す
）を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、法

人・個
人
を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

●
三
郡
衛
生
組
合
し
尿
処
理
場

　
利
用
停
止
に
つ
い
て

　
三
郡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
場
）が

防
食
補
修
工
事
の
た
め
、利
用
停
止
に
な
り
ま
す
。

期　
間　
11
月
15
日（
水
）〜
11
月
26
日（
日
）

お
問
合
せ
／
三
郡
衛
生
組
合

電
話（
２
８
４
）０
４
３
２

募　
　

集

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

　
養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

　
地
域
で
介
護
予
防
活
動（
サ
ロ
ン
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
、高
齢
者
の
集
い
の
場
づ
く

り
等
）を
行
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。全
日
程
を
受
講
さ
れ
た
方
へ
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

開
催
日　
12
月
12
日（
火
）、19
日（
火
）、平
成
30
年

　
１
月
23
日（
火
）、２
月
６
日（
火
）、20
日（
火
）

　
全
５
回

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
頃

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

対　
象　
介
護
予
防
活
動
推
進
に
関
心
が
あ
り
、

　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
。講
習
会
終
了
後

　
に
地
域
で
介
護
予
防
活
動
が
で
き
る
方
。

定　
員　
20
名

申　
込　
11
月
30
日（
木
）締
め
切
り

申
込・お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

電
話（
２
８
２
）７
３
４
７

し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
の
強
い
日
に
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。

②
焼
却
場
所
を
離
れ
な
い
こ
と
。離
れ
る
時
は
完

　
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

③
消
火
用
の
水
や
消
火
器
等
を
用
意
す
る
こ
と
。

④
日
中
で
作
業
を
す
べ
て
終
え
る
こ
と
。

○
対
象
者
は
青
色
申
告
を
行
な
っ
て
い
る
農
業

　
者
で
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
農
業
共
済
組
合　

　
本
所
事
業
所 　
　

 

電
話（
２
２
８
）４
７
１
１

　
南
ア
ル
プ
ス
支
所　
電
話（
２
８
２
）０
４
４
３

ら
れ
て
い
ま
す
。未
加
入
の
場
合
は
、お
早
め
に

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
雇
用
保
険
適
用
課　
電
話（
２
３
２
）６
０
６
０

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

募
集



●
河
川
敷
内
の
樹
木
を
伐
採
し
て

　
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

　
河
川
敷
に
繁
茂
す
る
樹
木
の
伐
採
か
ら
持
ち

帰
り
ま
で
の
作
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。応
募
方
法
は
、甲
府
河
川
国
道

●
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
南
ア
ル
プ
ス
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
見
守
る
ラ
イ
チ
ョ

ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。

　
受
講
者
は
南
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
登
山
の
際
、

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
見
か
け
た
ら
目
撃
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
し
ま
す
。

開
催
日　
12
月
９
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

内　
容　
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
お

　
よ
び
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
現
状
に
つ
い
て

申　
込　
電
話
ま
た
は
フ
ァッ
ク
ス（
氏
名・居
住

　
市
町
村
名・連
絡
先
を
明
記
く
だ
さ
い
）

定　
員　
約
50
名　

※

韮
崎
市
、北
杜
市
、早
川

　
町
で
も
同
時
に
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

主　
催　
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
山

　
梨
県
連
絡
協
議
会

申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
２
７
９

●
３
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

　
大
会
参
加
者
募
集

開
催
日　
11
月
25
日（
土
）雨
天
中
止

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
櫛
形
総
合
公
園 

芝
生
広
場

定　
員　
１
０
０
名（
小
学
生
以
上
）

参
加
費　
無
料

申　
込　
11
月
15
日（
水
）締
め
切
り

申
込・お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話（
２
３
６
）８
５
５
５

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
先
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件　
資
格
問
わ
ず
、60
歳
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
地　
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
勤
務
先

　
の
相
談
可
）

勤
務
時
間　
左
記
開
所
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

○
平
日
：
授
業
終
了
後
〜
19 
時

○
休
校
日（
長
期
休
み
等
）：
８
時
〜
19
時

賃　
金　
時
給
８
５
０
円（
条
件
に
よ
り
社
会
保

　
険
加
入
可
）

※

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
11
月
15
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

●
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　
活
動
会
員
養
成
講
座

　
子
育
て
支
援
活
動
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
11
月
21
日（
火
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

事
業
説
明
／
実
施
に
つ
い
て
の
注
意・経
験
談

／
食
育
に
つ
い
て

開
催
日　
11
月
22
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
／
保
健・健
康

／
虐
待
に
つ
い
て

開
催
日　
11
月
29
日（
水
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

事
故
防
止・応
急
処
置
に
つ
い
て

開
催
日　
11
月
30
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象
者　
20
歳
以
上
の
方（
定
員
各
10
名
）

場　
所　
働
く
婦
人
の
家（
吉
田
７
５
３‒

１
）他

受
講
料　
２
，５
７
１
円（
テ
キ
ス
ト
代
税
込
）

申
込
期
間　
11
月
１
日
〜
15
日
ま
で

※

会
員
登
録
は
原
則
全
講
習
終
了
者
で
す
。

※

前
回
の
講
習
が
途
中
ま
で
の
方
も
受
講
可
能
。

※

託
児
が
必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

無
料
相
談

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp/koufu/

募
集
期
間　
10
月
20
日（
金
）〜
11
月
22
日（
水
）

作
業
期
間　
平
成
29
年
12
月
下
旬
〜
平
成
30
年

　
３
月
上
旬（
予
定
）

お
問
合
せ
／
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　
河
川
管
理
課　
　

  

電
話（
２
５
２
）８
８
８
８

無
料
法
律
相
談

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・11
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
11
月
16
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・11
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
11
月
24
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
11
月
19
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
無
料
調
停
相
談
会

　
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル（
金
銭
、離
婚
、親
族
間
紛

争
、土
地
建
物
問
題
な
ど
）の
相
談
に
民
事・家
事

調
停
委
員
が
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

開
催
日　
11
月
25
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
16
時（
15
時
30
分
受
付
終
了
）

場　
所　
甲
府
市
役
所
１
階
市
民
活
動
室

お
問
合
せ
／

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局 

総
務
課

電
話（
２
３
５
）１
１
３
３

－３－

  
   

募
集

談
相
料
無



●
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の

　
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
警
察
総
合
相
談
室

　
電
話（
２
３
３
）９
１
１
０

○
性
犯
罪
相
談

　
電
話（
２
２
４
）５
１
１
０

○
児
童・青
少
年
相
談

　
電
話（
２
３
５
）４
４
４
４

○
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
安
全
相
談

　
電
話（
２
８
２
）０
１
１
０

○（
社
）被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
電
話（
２
２
８
）８
６
２
２

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

電
話（
２
８
２
）０
１
１
０

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
11
月
15
日（
水
）（
要
予
約
）

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
11
月
20
日（
月
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（CSW

）が
各
地
区
に

出
張
し
、無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開
催
日　
11
月
21
日（
火
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
湯
沢
区
公
民
館（
湯
沢
１
０
３
５‒

１
）

※

相
談
会
以
外
で
も
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー　
　

   

電
話（
２
８
４
）８
７
３
０

●
10
士
業
に
よ
る
合
同
相
談
会・説
明
会

　
山
梨
県
十
士
会
協
議
会
主
催
の
無
料
相
談
会

と
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
23
日（
木
）

時　
間　
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時
30
分

場　
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

※

各
士
業
の
説
明
会
は
、時
間
指
定
が
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
山
梨
県
司
法
書
士
会

電
話（
２
５
３
）６
９
０
０

●
土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

　
法
務
局
筆
界
特
定
室
職
員
と
境
界
問
題
相
談

セ
ン
タ
ー
の
土
地
家
屋
調
査
士
が
協
力
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※

完
全
予
約
制（
先
着
６
名
ま
で
、１
名
50
分
）。

開
催
日　
12
月
14
日（
木
）

時　
間　
10
時
〜
17
時

場　
所　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

受　
付　
11
月
15
日（
水
）〜
12
月
８
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

電
話（
２
５
２
）７
１
５
１ 

音
声
案
内
２
番

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
11
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

①「
手
書
き
で
書
こ
う
！
年
賀
状
教
室
」

　
筆
ペ
ン
や
小
筆
を
使
っ
て
美
し
い
文
字
の
書
き

方
を
学
び
ま
す
。心
を
込
め
て
手
書
き
で
年
賀

状
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。全
２
回
で
す
。

●
生
涯
学
習
講
座

開
催
日　
11
月
21
日（
火
）、28
日（
火
）

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分　

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
６
０
０
円（
練
習
用
紙
、葉
書
代
込
）

定　
員　
20
名

②「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
バ
ッ
グ
作
り
教
室
」

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
い
、網
代（
あ
じ
ろ
）編

み
で
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。中
級
ク
ラ
ス
の
第
２

弾
、全
２
回
で
す
。

開
催
日　
11
月
21
日（
火
）、12
月
５
日（
火
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
２
，０
０
０
円（
材
料
費
込
）

定　
員　
30
名

③
特
別
観
望
日「
月
と
天
王
星・海
王
星
を
観
る
会
」

　
月
と
観
察
し
や
す
く
な
っ
た
天
王
星
と
海
王

星
を
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
25
日（
土
）

時　
間　
19
時
〜
20
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

④「
ク
リ
ス
マ
ス
の
石
鹸
作
り
教
室
」

　

赤
色
と
緑
色
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ラ
ー
の
マ
ー

ブ
ル
石
鹸
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　
11
月
29
日（
水
）

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
１
，２
０
０
円（
材
料
費
込
）

定　
員　
24
名　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

定
員
以
下
の
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
年
金
相
談
会

開
催
日　
11
月
16
日（
木
）

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場　
所　
白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

　
　
　
　
ね
ん
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※

事
前
に
電
話
予
約
を
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

　
に
相
談
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課電

話（
２
８
２
）７
２
４
８

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話 

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

－４－

談
相
料
無

ト
ン
ベ
イ



●
疑
似
体
験
型
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
自
分
で
考
え
即
行
動
す
る
こ
と
が「
生
き
の
び

る
」こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。非
常
時
の
衣
食
住

確
保
の
仕
方
を
避
難
所
で
過
ご
す
中
で
楽
し
く

体
験
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
11
月
18
日（
土
） 
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
11
月
19
日（
日
） 

10
時
解
散

場　
所　
働
く
婦
人
の
家

内　
容　
救
急
救
命
法
の
実
習
、非
常
用
バ
ッ
グ

　
の
作
り
方
、ビ
ニ
ー
ル
炊
飯 

等

参
加
費　
１
家
族 

２
，５
０
０
円

　
　
　
　
（
日
帰
り 

１
，５
０
０
円
）

持
ち
物　
お
泊
り
グ
ッ
ズ
、牛
乳
パ
ッ
ク
、お
持
ち

　
の
方
は
避
難
袋

申
込・お
問
合
せ
／

　
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と　
電
話（
２
６
９
）７
５
６
８

　
防
災
危
機
管
理
室　  

電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

●「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」報
告
会
お
よ
び

　
苗
の
冬
越
し
講
習
会

　
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」生
育
状
況
の
報
告
お
よ
び

●
子
ど
も
ク
ラ
ブ
映
画
上
映
会

 

「
S
I
N
G 

シ
ン
グ
」

開
催
日　
12
月
２
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜
16
時
頃

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●【
無
料
】健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
11
月
19
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料
、送
迎
バ
ス
有
り（
要
問
合
せ
）

持
ち
物　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
11
月
13
日（
月
）、27
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

応
募
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
応
募

◯
往
信
用
表
面　

　
〒
４
０
０‒

０
４
９
２ 

鮎
沢
１
２
１
２

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

行

◯
往
信
用
裏
面　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電

　
話
番
号
、入
場
希
望
者（
１
〜
４
人
）を
記
載

◯
返
信
用
表
面

　
応
募
者
の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
記
載

締　
切　
11
月
10
日（
金
）必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※

当
日
は
当
選
ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
11
月
９
日（
木
）・30
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

申　
込　
不
要

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

●【
無
料
】フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
親
睦
交
流
大
会

開
催
日　
11
月
18
日（
土
）

受　
付　
８
時
〜

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

要　
件　
原
則
１
チ
ー
ム
３
名
で
編
成

申　
込　
11
月
10
日（
金
）ま
で

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申
込・お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
や
ま
び
こ
の
会
25
周
年
記
念
事
業

　
介
護
者
の
つ
ど
い
講
演
会

開
催
日　
11
月
23
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
頃

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
①
映
画
上
映「
認
知
症
と
向
き
合
う
」

　
　
　
　
②
講
演「
認
知
症
の
理
解
と
援
助
」

講　
師　
杉
山 

孝
博 

先
生

参
加
費　
無
料

申　
込　
や
ま
び
こ
の
会
ま
た
は
介
護
福
祉
課

　
ま
で
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。満
席
に
な
り
次
第
、受
け
付
け

　
を
終
了
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
介
護
福
祉
課　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
３
３
９

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
１
８
９

苗
の
冬
越
し
方
法
に
関
す
る
講
習
会
で
す
。「
緑

の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
と
応
募
写

真
の
展
示
も
行
な
い
ま
す
。参
加
は
無
料
で
、申

し
込
み
は
不
要
で
す
。ま
た
、先
着
１
０
０
名
様

に
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

開
催
日　
11
月
11
日（
土
）

時　
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
11
月
９
日（
木
）、24
日（
金
）

時　
間　
13
時
〜
18
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

●
親
子
体
操 ―

体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ―

開
催
日　
11
月
15
日（
水
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　
所　
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
み
物

参
加
費　
５
０
０
円

申　
込　
不
要

お
問
合
せ
／
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

（
２
８
３
）５
３
４
４

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
99
弾 

歌
声
喫
茶

開
催
日　
11
月
12
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　
演　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン　
大
久
保　
幸

　
　
　
　
歌
唱
リ
ー
ダ
ー　
　
杉
平
は
る
み

参
加
費　
５
０
０
円（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
３
１
１

－５－

ト
ン
ベ
イ



●
安
藤
家
住
宅
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
紅
葉
と
と
も
に
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
古
民

家
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
11
月
22
日（
水
）〜
24
日（
金
）

場　
所　
安
藤
家
住
宅（
西
南
湖
４
３
０
２
）

時　
間　
16
時
30
分
〜
20
時

　
　
　
　
（
最
終
入
館
19
時
45
分
）

入
館
料　
大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生
１
０
０
円

※

24
日
は
休
館
日
で
す
が
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時

　
間
の
み
開
館
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
文
化
財
課　
電
話（
２
８
２
）７
２
６
９

●
若
草
三
世
代
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
し
め
飾
り・木
工
細
工（
イ
ス・ペ
ン
立
て
）・ク

リ
ス
マ
ス
ク
ラ
フ
ト（
リ
ー
ス・ツ
リ
ー
）・わ
り
ば

し
鉄
ぽ
う・キ
ー
ホ
ル
ダ
ー・凧（
た
こ
）つ
く
り
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
12
月
10
日（
日
）

時　
間　
９
時
〜
12
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費（
有
料
分
） ※

そ
の
他
は
無
料
で
す
。

　
し
め
飾
り
（
20
組
限
定
）
１
組
７
０
０
円

　
イ
ス　
　
（
10
組
限
定
）
１
組
５
０
０
円

　
ペ
ン
立
て
（
10
組
限
定
）
１
組
３
０
０
円

申　
込　
11
月
28
日（
火
）〜
30
日（
木
）お
よ
び

　
12
月
５
日（
火
）〜
７
日（
木
）の
期
間
に
受
付

申
込・お
問
合
せ
／
青
少
年
育
成
南
ア
ル
プ
ス

　
市
民
会
議
若
草
支
部 

今
福

電
話（
２
８
２
）７
３
４
８

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　

市
民
の
企
画
内
容
を
磨
き
上
げ
、情
報
交
換

や
連
携
を
す
す
め
る
市
民
の
交
流
サ
ロ
ン
で
す
。

開
催
日　
11
月
７
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

講　
師　
佐
藤
文
昭
先
生（
県
立
大
学
）

市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

市
内
在
住
の
音
楽
家
、藤
原
義
章
さ
ん（
指

揮
、ビ
オ
ラ
）が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽
な
音

楽
談
話
会
。今
回
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

開
催
日　
11
月
21
日(

火)

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　
　
　

  

＋
自
由
寄
付

主　
催　
さ
と
や
ま
ダ
モ
ー
レ

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
日　
11
月
４
日（
土
）

時　
間　
10
時
30
分
〜

場　
所　
市
立
美
術
館
会
議
室

参
加
費　
無
料

市
立
美
術
館・市
立
図
書
館
合
同
企
画

安
野
光
雅
の
絵
本
お
は
な
し
会

開
催
日　
11
月
５
日（
日
）

時　
間　
14
時
〜

場　
所　
市
立
美
術
館
会
議
室

参
加
費　
入
館
料
に
含
む

朗　
読　
小
田
切
い
く
み

　
（
テ
レ
ビ
山
梨
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

安
野
光
雅
の
絵
本
朗
読
会

開
催
日　
11
月
５
日（
日
） ※

雨
天
中
止

市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

●
市
民
の
た
め
の
無
料
体
験
乗
馬
会

　
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

開
催
日　
11
月
11
日（
土
）、12
月
９
日（
土
）

時　
間　
９
時
30
分
〜
10
時

場　
所　
市
乗
馬
セ
ン
タ
ー（
塩
前
８
８
８
）

内　
容　
ひ
き
馬

対　
象　
初
参
加
の
方
の
み
、先
着
10
名（
要
予
約
）

申
込・お
問
合
せ
／
市
乗
馬
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
５
）８
１
８
１

●
ほ
た
る
み
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
ほ
た
る
み
館
感
謝
祭

開
催
日　
11
月
４
日（
土
） ※

雨
天
決
行

時　
間　
９
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
ほ
た
る
み
館 

芝
生
広
場

内　
容　
民
謡
、カ
ラ
オ
ケ
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、竹
ぽ
っ

　
く
り
作
り
、野
菜
、加
工
品
の
販
売

※

５
０
０
円
以
上
買
い
物
を
さ
れ
た
お
客
様
先

　
着
２
０
０
名
に
花
苗
の
無
料
配
布
を
行
な
い

　
ま
す
。先
着
２
０
０
名
に
お
に
ぎ
り
、豚
汁
の

　
無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

②
ま
ち
の
駅
感
謝
祭

開
催
日　
11
月
11
日（
土
） ※

雨
天
決
行

時　
間　
９
時
〜
17
時

場　
所　
ほ
た
る
み
館「
ま
ち
の
駅
」く
し
が
た

内　
容　
野
菜
、加
工
品
の
販
売

※

１
，０
０
０
円
以
上
買
い
物
を
さ
れ
た
お
客
様

　
先
着
１
５
０
名
に
花
苗
の
無
料
配
布
を
行
な

　
い
ま
す
。豚
汁
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
ほ
た
る
み
館　
理
事
長 

岩
間
花
子

電
話（
２
８
４
）７
１
８
０

●
小
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
大
会

　
リ
レ
ー
や
大
な
わ
、お
に
ご
っ
こ
な
ど
体
を
使
っ

た
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
11
月
25
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

対　
象　
市
内
在
住
の
小
学
生（
参
加
費
無
料
）

持
ち
物　
上
履
き
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申　
込　
11
月
４
日（
土
）か
ら
受
付
開
始

※

各
児
童
館
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
込・お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

（
２
８
２
）７
３
２
４

●
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
講
演
会

　
「
健
康
づ
く
り 
ま
ち
づ
く
り
」

　
健
康
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演

会
で
す
。入
場
無
料
、予
約
不
要
で
、ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
出
か
け

特
別
企
画
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

第
29
回 

さ
ら
り
と
音
楽
談
義

〜
ビ
オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
の
二
重
奏
〜

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時

場　
所　
市
立
美
術
館
前
庭

参
加
費　
無
料

出　
演　
巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館電

話（
２
８
２
）６
６
０
０

く
だ
さ
い
。

開
催
日　
11
月
28
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜（
19
時
受
付
開
始
）

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

講　
師　
健
康
増
進
課
長　
坡
場 

徹 

氏

お
問
合
せ
／
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）
電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

－６－

ト
ン
ベ
イ



●
鷹
尾
山
穂
見
神
社 

　
秋
季
例
大
祭
の
お
知
ら
せ

　
櫛
形
山
の
高
尾
集
落
に
伝
わ
る
伝
統
の
祭
り

で
す
。お
神
楽
の
舞
や
巫
女
の
舞
、資
本
金
貸
し

な
ど
の
伝
統
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　
11
月
22
日（
水
） 

10
時
〜
23
時

　
　
　
　
11
月
23
日（
木
） 

９
時
〜
12
時

お
問
合
せ
／
鷹
尾
山
穂
見
神
社
崇
敬
会

電
話
０
９
０（
７
１
８
０
）４
４
２
８

●
子
育
て
支
援
学
習
会

　

子
育
て
相
談
体
制
の
充
実
を
目
指
し
て
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。子
育
て
相
談
窓
口
一
元

化
の
事
例
を
学
び
、南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る

課
題
を
聞
き
、話
し
合
い
、課
題
認
識
と
解
決

の
糸
口
を
探
り
ま
す
。

開
催
日　
11
月
28
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主　
催　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
子
育
て
を
考
え
る
会

お
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園

電
話（
２
８
２
）５
１
５
４

●
実
用
中
国
語
教
室

開
催
日　
11
月
14
日（
火
）か
ら
全
10
回

時　
間　
20
時
〜
22
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費　
用　
１
０
，０
０
０
円（
全
10
回
分
）

講　
師　
西
野 

美
鈴（
馬
慶
渝
、来
日
31
年
目
）

定　
員　
６
名

申
込・お
問
合
せ
／
中
国
語
を
習
う
会

電
話
０
９
０（
８
８
９
３
）６
８
５
３

●
南
ア
ル
プ
ス
桃
源
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
第
14
回
定
期
演
奏
会

開
催
日　
11
月
26
日（
日
）

時　
間　
14
時
開
演（
13
時
20
分
開
場
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館 

桃
源
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

お
問
合
せ
／
中
込

電
話
０
９
０（
１
０
４
５
）０
４
２
３

●
山
梨
境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７

開
催
日　
11
月
11
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
山
梨
県
立
文
学
館 

講
堂

　
「
日
本
の
森
と
世
界
の
森
は
ひ
と
つ
な
が
り
」

時　
間　
13
時
40
分
〜

講　
師　
板
谷 

志
乃（
N
P
O
法
人
森
の
蘇
り
）

　
時　
間　
15
時
15
分
〜

講　
師　
し
ら
い
み
ち
よ（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

申
込・お
問
合
せ
／
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

電
話（
２
２
８
）１
３
１
１

第
１
部

第
２
部　
「
音
楽
の
力
」

●
高
尾〝
あ
い
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
高
尾
の
夜
祭
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
ツ
ア
ー

　
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
を
プ
チ
体
験
。高
尾
地
区
入

口
か
ら
穂
見
神
社
ま
で
歩
き
ま
す
。

時　
間　
18
時
30
分
出
発（
18
時
受
付
）

開
催
日　
11
月
22
日（
水
）

①
ち
ょっ
ぴ
り
行
列
体
験 

夜
祭
ミ
ニ
ツ
ア
ー

②
古
道
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
ツ
ア
ー

●
南
ア
ル
プ
ス
い
や
し
の
里
感
謝
祭

開
催
日　
11
月
26
日（
日
）

時　
間　
11
時
〜
15
時

場　
所　
天
空
舎（
上
宮
地
２
２
４
１‒

４
）

内　
容　
お
餅・天
む
す・ワ
イ
ン
振
舞
、生
産
物

　
即
売
会
、蜂
蜜
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
体
験
、マ

　
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
体
験
等

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
体
験
別
料
金
）

申　
込　
必
要

申
込・お
問
合
せ
／
事
務
局
長 
飯
島

電
話
０
９
０（
６
７
０
５
）７
１
９
３

●
第
３
回
南
ア
ル
プ
ス
市
フ
ッ
ト
サ
ル

　
Ｍ
Ｉ
Ｘ
大
会
・
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
35
大
会

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日　
12
月
10
日（
日
）

時　
間　
８
時
30
分
〜
13
時

場　
所　
若
草
体
育
館

対　
象　
Ｍ
Ｉ
Ｘ　
　

  

中
学
生
以
上

　
　
　
　
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
35  

35
歳
以
上

定　
員　
各
６
チ
ー
ム（
先
着
順
）

締　
切　
11
月
25
日（
土
）

※

審
判
は
主
催
者
が
行
な
い
ま
す
。

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://m
alpsfutsal.w

eb.fc2.com
/

申
込・お
問
合
せ
／
市
サ
ッ
カ
ー
協
会 

清
水

電
話
０
９
０（
６
１
９
９
）４
３
１
８

●
第
８
回
女
声
合
唱
あ
や
の
ね
演
奏
会

開
催
日　
11
月
５
日（
日
）　

時　
間　
15
時
開
演（
開
場
14
時
30
分
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

入
場
料　
一
般
１
，５
０
０
円
、

　
　
　
　
大
学
生
８
０
０
円
、

　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

指　
揮　
藤
井　
宏
樹

お
問
合
せ
／
斉
藤

電
話
０
９
０（
５
３
０
２
）９
３
３
２

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
教
育
講
演
会「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」

開
催
日　
11
月
10
日（
金
）

時　
間　
18
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
親
子
で
参
加
で
き
る
わ
く
わ
く
講
演
会
で
す
。

参
加
費
、託
児
無
料
で
す（
要
申
込
）。

①
家
族
と
多
言
語
で
広
が
る
キ
ラ
キ
ラ
の
未
来

　
夜
の
古
道（
高
尾
み
ち・片
道
約
２
時
間
30
分
）

を
解
説
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
登
り
ま
す
。帰
り
は

集
合
場
所
ま
で
送
迎
車
が
出
ま
す
。

時　
間　
①
16
時
30
分
出
発（
16
時
受
付
）

　
　
　
　
②
18
時
出
発（
17
時
30
分
受
付
）

場　
所　
曲
輪
田
農
村
公
園
集
合

参
加
費　
２
，０
０
０
円（
提
灯・携
行
食
等
含
む
）

※

高
尾
地
区
入
口
ま
で
山
道
を
歩
き
ま
す
の
で
、

　
登
山
に
準
じ
た
靴・服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
高
尾〝
あ
い
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

電
話
０
８
０（
１
２
８
２
）９
４
５
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス takaonight@

gm
ail.com

場　
所　
ほ
た
る
み
館
集
合

参
加
費　
２
，０
０
０
円（
提
灯・往
復
送
迎
等
含
む
）

開
催
日　
11
月
11
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜
15
時
30
分

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

電
話
０
１
２
０（
５
５
７
）７
６
１

②
豊
か
な
こ
と
ば
と
人
間
創
り

－７－

ト
ン
ベ
イ

ら
か
民
市



9 月 の 入 札 結 果
●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
9月  4日 公共下水道管渠布設工事（飯野３工区）

公共下水道管渠布設工事（西野１工区）

南アルプス市庁舎西別館改修工事（建築主体工事）

小笠原小学校校舎外壁非構造部材耐震補強工事

ウッドビレッジ伊奈ヶ湖浄化槽改修工事

公共下水道管渠布設工事（小笠原１工区）

飯野125号線道路拡幅工事

若草小学校屋外便所新築工事

南アルプス市櫛形社会福祉会館改修工事

八田中学校生徒用下駄箱改修工事

芦安交流促進センター空調設備等改修工事

防災行政無線バッテリー交換工事（甲西地区）

防災行政無線バッテリー交換工事（八田地区）

市内農道区画線修繕工事（北部地区）

若草南小学校非構造部材耐震補強工事設計業務委託

豊小学校屋内運動場非構造部材耐震補強工事設計業務委託

平成29年度道路台帳補正業務委託

マンホールポンプ機械・電気設備工事（小笠原工区）

情報系仮想基盤サーバソフトウェア購入

白根百田保育所改修工事

白根御勅使中学校校舎改築外構工事

公共下水道管渠布設工事（西南湖１工区）

公共下水道管渠布設工事（西野２工区）

市道古屋敷沓沢線スノーシェッド設置工事

在家塚15号線路肩拡幅工事

櫛形総合公園野球場法面改修工事

樹園テニスコート改修工事

林道下安通前坂下線法面補修工事

北部学校給食センター蒸気ボイラ更新工事

櫛形１号線（昭和橋）耐荷補強設計業務委託

中央橋横断歩道橋調査点検業務委託

入増川橋外橋梁補修詳細設計業務委託

荊沢芦原線用地測量・物件調査業務委託

芦安支所跡地整備工事設計業務委託

櫛形西小学校火災報知機修理工事

【9月27日議会議決】（仮称）白根桃源図書館・
白根生涯学習センター建設工事（建築主体工事）
【9月27日議会議決】白根桃源図書館閉架書庫備品購入

飯野地内 中沢建設㈱

清水建設興業㈱

㈱興龍社 南アルプス営業所

㈱野中工務店

㈱栄進設備工業

㈱青柳興業

㈲丸利森本建設

㈱櫻本鉄工

㈱櫻本鉄工

㈱秀和工務店

㈲清水総合工業

㈲峡西シーエーテーブイ

㈲シミズシステムズ

㈱フロンティアサイトー南アルプス営業所

カサイ住建一級建築士事務所

齊藤建築設計事務所

㈱パスコ 山梨支店

㈱渡辺工業所

㈱YSK e-com

㈱米山住研

清水建材土木㈱

岩間建設㈱

山本建設㈱

㈱浅利清興

㈲清栄工業

㈲野呂瀬建設

㈲三友建材土木

㈱浅利清興

㈱清水商事

㈱ケイコンサルタント

エスティ設計 南アルプス市支店

㈱フジ・フロンテ

㈱ジェップス

㈱土谷設計事務所

セントラル防災㈱

齋藤建設・ナカゴミ建設JV

㈱正直堂 南アルプス店

44,172,000

9月  4日 西野地内 34,560,000

9月  4日 小笠原地内 69,660,000

9月  4日 小笠原地内 39,150,000

9月  4日 上市之瀬地内 39,204,000

9月  4日 小笠原地内 19,440,000

9月  4日 飯野地内 5,702,400

9月  4日 寺部地内 14,958,000

9月  4日 小笠原地内 4,212,000

9月  4日 榎原地内 2,341,440

9月  4日 芦安安通地内 9,806,400

9月  4日 市内 3,186,000

9月  4日 市内 1,366,200

9月  4日 市内 2,322,000

9月  4日 藤田地内 3,510,000

9月  4日 吉田地内 583,200

9月  4日 市内 9,482,400

9月13日 小笠原地内 9,126,000

9月13日 小笠原地内 5,572,800

9月20日 百々地内 36,180,000

9月20日 百々地内 49,140,000

9月20日 西南湖地内 39,096,000

9月20日 西野地内 43,632,000

9月20日 芦安芦倉地内 19,656,000

9月20日 在家塚地内 10,368,000

9月20日 桃園地内 16,470,000

9月20日 野牛島地内 16,848,000

9月20日 芦安安通地内 928,800

9月20日 百々地内 20,736,000

9月20日 上市之瀬地内 6,912,000

9月20日 芦安芦倉地内 2,484,000

9月20日 市内 3,456,000

9月20日 落合地内 7,419,600

9月20日 芦安芦倉地内 945,000

9月28日 上市之瀬地内 1,566,000

8月28日 飯野地内 211,140,000

8月28日 飯野地内 21,600,000

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）
9月  5日 高尾浄水場系送水管布設工事（田頭～平岡）

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（飯野３工区）

駒場浄水場系管路更新工事（１－６工区）

老朽管更新事業老朽管布設替工事

御手洗川橋梁添架工事

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（小笠原１工区）

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西南湖１工区）

消火栓新設工事（川上工区）

消火栓新設工事（徳永工区）

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（飯野１工区）

中ノ田橋橋梁添架工事

公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（西野２工区）

市内 三和住設㈱ 20,822,400

9月  5日 飯野地内 ㈱栄進設備工業 26,784,000

9月  5日 有野地内 ㈱栄進設備工業 28,512,000

9月  5日 六科地内 ㈲ケーシー金丸工務店 9,558,000

9月  5日 上宮地地内 ㈲新津工業 11,556,000

9月  5日 小笠原地内 ㈲丸正住宅設備 12,927,600

9月  5日 西南湖地内 ㈲甲西管工 7,840,800

9月  5日 川上地内 ㈲東設備 1,274,400

9月  5日 徳永地内 ㈲江藤工業所 1,188,000

9月20日 飯野地内 ㈲江藤工業所 4,654,800

9月20日 市内 ㈲鈴木設備工業 7,284,600

9月20日 西野地内 カネト工業㈱若草支店 15,714,000

－８－

果
結
札
入




